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ギャリー・ギブス

｢預言者ダニエルによって言われた荒らす憎むべ

きものが、聖なる場所に立つのを見たならば（読

者よ、悟れ）、そのとき、ユダヤにいる人々は山へ

逃げよ。…..その時には、世の初めから現在に至

るまで、かつてなく今後もないような大きな患難

が起るからである」（マタイ 24：15､16､21）。

この預言はいったい何の預言だろうか。

今日、我々クリスチャンに重要な意味を

持っているものであろうか？

聖書の預言の中で最も重要な興味深い預言の一

つは、荒らす憎むべきものについての預言であ

る。特に我々の好奇心をそそる預言である。なぜ

ならこれは、我々の住んでいる世の終わりの特別

なしるしとしてイエスが留意するように仰せにな

っているからである。

イエスの弟子たちが我々のために、最も重要な

質問をしてくれた：

「どうぞお話しください。いつ、そんなことが

起るのでしょうか。あなたがまたおいでになる時

や、世の終りには、どんな前兆がありますか」。　

弟子たちは、ひそかにみもとにきて質問したが、今

や我々は世の終わりの時代に住んでいるので、ひそ

かにではなく、大胆にはっきりと質問すべき問題で

はないだろうか？　イエスが2000年前に預言された

終末の前兆を我々は見せられてはいないだろうか？

イエスは答えて言われた：

｢預言者ダニエルによって言われた荒らす憎むべ

きものが、聖なる場所に立つのを見たならば（読

者よ、悟れ）、そのとき、ユダヤにいる人々は山へ

逃げよ。屋上にいる者は、家からものを取り出そ

うとして下におりるな。畑にいる者は、上着を取

りにあとへもどるな。その日には、身重の女と乳

飲み子をもつ女とは、不幸である。あなたがたの

逃げるのが、冬または安息日にならないように祈

れ。その時には、世の初めから現在に至るまで、

かつてなく今後もないような大きな患難が起るか

らである」(マタイ24：3、15-21)。

多くのクリスチャンが、この聖句は、終わりの時

に関する特別なはっきりとしたしるしであると理解

している。しかし、この荒らす憎むべきものは、重

要なしるしであることには同意するものの、一致し
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　 荒らす憎むべきもの

アメイジング・ファクツの記事は、ダニエル書12章の預言の未来適用について非常に重要であると思い載せるこ

とにした。

永遠の運命を決定する事件が切迫している！我々はただキリストの再臨を待ち望んでいるだけでは、栄光の王国を待

ち望んで期待が外れ、失望した弟子たちのように、あるいは19世紀半ばの再臨信徒のように、大失望を経験するだけで

なく、永遠の生命を失ってしまうことになる。

「またあなたがたが求める所の主は、たちまちその宮に来る。見よ、あなたがたの喜ぶ契約の使者が来ると、万軍の主

が言われる。その来る日には、だれが耐え得よう。そのあらわれる時には、だれが立ち得よう。彼は金をふきわける者の

火のようであり、布さらしの灰汁のようである。彼は銀をふきわけて清める者のように座して、レビの子孫を清め、金銀

のように彼らを清める。そして彼らは義をもって、ささげ物を主にささげる。その時ユダとエルサレムとのささげ物は、昔

の日のように、また先の年のように主に喜ばれる」マラキ3:1-4。

｢荒らす憎むべきものが立つ｣ことと、「主(契約の使者)がたちまちその宮に来る」ことは同じ事件である。それは、

非常に厳粛な時である。神の民にとって完全な清めの時であり、キリストの再臨に備えができる時である。

最終時代に与えられた特別なしるし

荒らす憎むべきもの
イエスは最終時代の民に「悟れ！」と言われた！
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た見解を持っていないのが現状である。何か将来に

起こるしるしであるとは思うものの、はっきりとし

たことは言えないので混乱が見られる現状である。

盲人が盲人を導くという譬の状態である。

もちろん、荒らす憎むべきものははっきりしてい

ると確信を持っている人たちもいる。ある人たち

は、これは、紀元前168年と165年の間にエルサレム

神殿を汚した、アンティオカス・エピィファネスに

よって成就したこと以外の何ものでもないと信じて

いる。彼らは、この憎むべきものは、アンティオカ

スで、彼がエルサレム神殿に豚のいけにえを捧げる

ことによって荒らされたと思っている。ある人たち

は、無神論的反キリストがエルサレム神殿を破壊し

て、そこに王座を設けるものが荒らす憎むべきもの

であると言う。ある人たちは、ローマのティトゥス

将軍によって、紀元70年にエルサレム神殿を滅ぼし

たときに立てられたローマの軍旗だと信じる。

荒らす憎むべきものとは、「荒らすことをもたら

す憎むべきもの」という意味である。つまり、荒廃

をもたらす憎むべきものという意味である。それは

何であろうか？この全部が正しい答えであろうか？

そのうちの一つが正しい答えだろうか？あるいはど

れも正しい答えではないのだろうか？これらの質問

に答えることは非常に重要である。なぜなら、イエ

スは、これは我々の命にかかわる問題と言っておら

れるからである。

イエスは、この荒らす憎むべきものの研究につ

いて、ダニエル書に焦点を当てている(マタイ24：

15)。ダニエル書を注意深く研究すると、荒らす憎

むべきものは、三つの部分に分けることができる。

それは、次のことである：

ダニエルの時代の荒らす憎むべきもの(第一のエ

ルサレム神殿にかかわる)、イエスの時代の荒らす

憎むべきもの(第二の神殿にかかわる)、そして終わ

りの時の荒らす憎むべきもの(全キリスト教会にか

かわる)。ダニエル書に出てくる荒らす憎むべきも

のは、三つとも一貫した共通性を持っており、それ

ぞれの型である。

 第一の荒らす憎むべきもの　     

この預言的事件の奥義を解明する鍵は、ダニエル

書１章の最初の２節に見出すことができる。

｢ユダの王エホヤキムの治世の第三年にバビロン

の王ネブカデネザルはエルサレムにきて、これを

攻め囲んだ。主はユダの王エホヤキムと、神の宮

の器具の一部とを、彼の手にわたされたので、彼

はこれをシナルの地の自分の神の宮に携えゆき、

その器具を自分の神の蔵に納めた」（ダニエル

１:1､２）。

この短い二つの文節に、ダニエルは、この書の歴

史的背景を簡潔に述べている。続けて読むと、エル

サレム崩壊と荒廃状態が彼の時代にあったことを知

ることができる。エホヤキムの治世第三年に、エル

サレムは崩壊し、荒廃状態になり、多くの者がバビ

ロンの捕虜となる。そのことを歴代志下36章に見る

ことができる。「エホヤキムは王となった時二十五

歳で、十一年の間エルサレムで世を治めた。彼はそ

の神、主の前に悪を行った」(36：5)。

エホヤキムの悪い行いがユダの国民を捕囚に導

き、エルサレムは荒廃したのである。

エホヤキムの悪い行いについて、次のように描写

されている:｢エホヤキムのその他の行為、その行っ

た憎むべき事および彼がひそかに行った事などは、

イスラエルとユダの列王の書にしるされている。そ

の子エホヤキンが彼に代って王となった｣(歴代志下

36:8)。

残念なことに彼の息子エホヤキンは、父と同じよ

うに悪を行った。その結果、彼も捕虜となる。「エ

ホヤキンは王となった時八歳で、エルサレムで三月

と十日の間、世を治め、主の前に悪を行った。年が

改まり春になって、ネブカデネザル王は人をつかわ

して、彼を主の宮の尊い器物と共にバビロンに連れ

て行かせ、その兄弟ゼデキヤをユダとエルサレムの

王とした。ゼデキヤは王となった時二十一歳で、十

一年の間エルサレムで世を治めた」(同9-11)。

聖書には、最後の王に任命されたゼデキヤ王は、

先の二人の道から離れるどころか次のように記され

ている:

｢彼はその神、主の前に悪を行い、主の言葉を伝

える預言者エレミヤの前に、身をひくくしなかっ

た。彼はまた、彼に神をさして誓わせたネブカデネ

ザル王にもそむいた。彼は強情で、その心をかたく

なにして、イスラエルの神、主に立ち返らなかっ

た。祭司のかしらたちおよび民らもまた、すべて異

邦人のもろもろの憎むべき行為にならって、はなは

だしく罪を犯し、主がエルサレムに聖別しておかれ

た主の宮を汚した｣(同12-14)。政治的宗教的指導者

たちも、民も同じように、異邦人のもろもろの憎む

べき行為を増し加えた。神の真理を捨てて、主の宮

を汚すにいたったのである。新改訳には「そのう

え、祭司長全員と民も、異邦の民の、忌みきらうべ

きすべてのならわしをまねて、不信に不信を重ね、

主がエルサレムで聖別された主の宮を汚した」とあ

る(14節)。

　 荒らす憎むべきもの 　 
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これらの憎むべきこと、

あるいは忌みきらうべきことが聖所、

主の家を荒廃させるに至った。

当時の宗教指導者たちが意図的に異邦人の礼拝形

式を、神の礼拝に取り入れるように指導した。神の

戒めの代わりに人間の無意味な意見を取り入れるこ

とによって、指導者たちは、神の怒りを引き起こし

た。民は、神の悔い改めと改革への招きを拒み、そ

の結果を刈り取ることになった。｢そこで主はカル

デヤびとの王を彼らに攻めこさせられたので、彼は

その聖所の家でつるぎをもって若者たちを殺し、若

者をも、処女をも、老人をも、しらがの者をもあわ

れまなかった。主は彼らをことごとく彼の手に渡さ

れた｣(同17)。

これは、流血にいたったばかりでなく、街と聖所

の完全な崩壊をもたらすことになった(19節)。｢こ

れはエレミヤの口によって伝えられた主の言葉の成

就するためであった。こうして国はついにその安息

をうけた。すなわちこれはその荒れている間、安息

して、ついに七十年が満ちた｣(21節)。異邦人の宗

教的な憎むべきことを行うことによって、彼らの国

と街と聖所は荒廃する結果となった。

安息日を犯すことが荒廃をもたらした！

このような荒廃をもたらした憎むべきこととは、

いったい何であったか？｢これはエレミヤの口に

よって伝えられた主の言葉の成就するためであっ

た｣なら、エレミヤに聞けばわかるはずである。エ

レミヤ17章に預言者は、すべての民に告げるように

命じられる。もし安息日を聖別し守るなら、彼らの

街は永遠に続き、周囲の国々を悔い改めさせる器と

なったはずである(エレミヤ17:19-26)。

しかし、安息日を守らなければ、聖なる神

はこの街に荒廃をもたらすと言われた。

「しかし、もしあなたがたがわたしに聞き従わな

いで、安息日を聖別して守ることをせず、安息日に

荷をたずさえてエルサレムの門にはいるならば、

わたしは火をその門の中に燃やして、エルサレム

のもろもろの宮殿を焼き滅ぼす。その火は消える

ことがない」(同27節)。

悲しいかな、ユダヤ人は、神の安息日を破り続け

て自らの破滅と捕囚を招いた。こうしてエレミヤの

預言は成就するにいたった。｢これはエレミヤの口

によって伝えられた主の言葉の成就するためであっ

た。こうして国はついにその安息をうけた。すなわ

ちこれはその荒れている間、安息して、ついに七十

年が満ちた｣（歴代志下36:21）。

同時代に生きていたエゼキエルも、聖所において

神の民が憎むべきことを行っていたことを語ってい

る。エゼキエル８章にそのことが記されている。

｢時に彼はわたしに言われた、『人の子よ、目をあ

げて北の方をのぞめ』。そこでわたしが目をあげて

北の方をのぞむと、見よ、祭壇の門の北にあたっ

て、その入口に、このねたみの偶像があった。

彼はまたわたしに言われた、『人の子よ、あなた

は彼らのしていること、すなわちイスラエルの家が

ここでしている大いなる憎むべきことを見るか。こ

れはわたしを聖所から遠ざけるものである。しかし

あなたは、さらに大いなる憎むべきことを見るだろ

う』」(5､6節)。「憎むべき偶像」礼拝について、

9-15に描写し、そして14節に「さらに大いなる憎む

べきこと」が何であるかを説明している：

「そして彼はわたしを連れて主の家の北の門の入

口に行った。見よ、そこに女たちがすわって、タン

ムズのために泣いていた。その時、彼はわたしに

言われた『人の子よ、あなたはこれを見たか。こ

れよりもさらに大いなる憎むべきことを見るだろ

う』。彼はまたわたしを連れて、主の家の内庭に

はいった。見よ、主の宮の入口に、廊と祭壇との

間に二十五人ばかりの人が、主の宮にその背中を

向け、顔を東に向け、東に向かって太陽を拝んで

いた。時に彼はわたしに言われた、『人の子よ、あ

なたはこれを見たか。ユダの家にとって、彼らが

ここでしているこれらの憎むべきわざは軽いこと

であるか。彼らはこの地を暴虐で満たし、さらに

わたしを怒らせる。見よ、彼らはその鼻に木の枝

を置く。それゆえ、わたしも憤って事を行う。わた

しの目は彼らを惜しみ見ず、またあわれまない。

たとい彼らがわたしの耳に大声で呼ばわっても、

わたしは彼らの言うことを聞かない」。

神にとって「さらに大いなる憎むべきこと」と

は太陽礼拝である。

神は神殿建設にあたって、異邦人の習慣とは全く

異なった礼拝形式を指示された。聖所は東を背にし

て作られた。礼拝の中心である契約の箱は、幕屋の

西に置かれた。しかし、神の民に異教が入ってき

て、指導者たちが神の教えに背いて太陽に向かって

礼拝をするようになった。これは恐るべき背信であ

った。

エゼキエルもエレミヤも聖安息日を破る異教の習

慣が、神の礼拝に持ち込まれたことを指摘してい

る。それは、清くない獣、タンムズ、異教の神々の

偶像礼拝や、太陽礼拝を持ち込んでくることによっ

　 荒らす憎むべきもの
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て、神の憎しみを買ったのである。このような神の

忌み嫌われる異教の習慣のゆえに、神は彼らが異教

の国に滅ぼされ、荒廃することをお許しになったの

である。

ダニエル自身、神の民の荒廃した状態をどのよう

に懺悔しているだろうか？

「主よ、どうぞあなたが、これまで正しいみわざ

をなされたように、あなたの町エルサレム、あな

たの聖なる山から、あなたの怒りと憤りとを取り

去ってください。これはわれわれの罪と、われわ

れの先祖の不義のために、エルサレムと、あなた

の民が、われわれの周囲の者の物笑いとなったか

らです。それゆえ、われわれの神よ、しもべの祈と

願いを聞いてください。主よ、あなたご自身のた

めに、あの荒れたあなたの聖所に、あなたのみ顔

を輝かせてください」(ダニエル9:16-17)。

覚えていたいことは、

この神の憎まれることを行ったのは

神の民であるということである。

その結果、神の保護を失い、神の裁きを招き、荒

廃するという懲らしめを受けたのである。このダニ

エルの時代の荒らす憎むべきものがユダヤの最初の

神殿に起こったことは、そのあとに続く、二つの荒

らす憎むべきものの型であった。

 第二の荒らす憎むべきもの       

エルサレム神殿の荒廃

70年のバビロン捕囚が終わり、ユダヤ人は神殿を

再建した。指導者たちは、二度と罪を犯さず、異国

に捕虜となることがないように、今度は多くの規則

を作り上げた。特に第四条の安息日についてはうる

さいほどの規則を作って、彼ら自身を他国の支配か

ら守ろうとした。彼らは、安息日を犯したために、

捕囚となったのだから、安息日を守るために事細か

い規則を作った。

その結果、安息日を守る500以上の規則を作っ

た。その中には、まったくバカらしいものがあっ

た:　たとえば、安息日には卵を太陽にあててはな

らない、なぜなら、安息日に料理することは第四条

の違反となるからとか、安息日になってからランプ

に火をつけることは仕事をすることになるとか…。

これらのことが律法主義に導いてしまった。ついに

人々は、神に喜ばれるためには、指導者と伝統に従

うことだと思うようになった。

またもや、彼らは不服従に導かれた。イエスは、

ユダヤ人が信心深い様子をしながら、実際は彼らの

父祖たち、ダニエルの時代と同じように神の律法を

破っていると言われた。「イザヤは、あなたがた偽

善者について、こう書いているが、それは適切な預

言である、『この民は、口さきではわたしを敬う

が、その心はわたしから遠く離れている。人間のい

ましめを教として教え、無意味にわたしを拝んでい

る』。あなたがたは、神のいましめをさしおいて、

人間の言伝えを固執している」。

「あなたがたは、自分たちの言伝えを守るため

に、よくも神のいましめを捨てたものだ。モーセ

は言ったではないか、『父と母とを敬え』、また 

『父または母をののしる者は、必ず死に定められ

る』と。それだのに、あなたがたは、もし人が父ま

たは母にむかって、あなたに差上げるはずのこの

ものはコルバン、すなわち、供え物ですと言えば、

それでよいとして、その人は父母に対して、もう何

もしないで済むのだと言っている。こうしてあな

たがたは、自分たちが受けついだ言伝えによっ

て、神の言を無にしている。また、このような事を

しばしばおこなっている」(マルコ7:6-13）。

再び、彼らはむなしい、反逆的な礼拝に陥ってし

まったのである。

ユダヤ人らは、厳格に律法を守っていると思った

が、自分たちの行いで自分を救うという異教の原則

と全く同じ行いによる義に陥っていた。

｢異教制度を通してサタンは長年の間人々を神か

ら引き離してきた。だがサタンはイスラエルの信

仰を堕落(腐敗、誤り）させることによって大勝利

を勝ち取った｡異教徒は自分たちが考え出したも

のに心をよせ、そしてこれを拝むことによって､神

についての知識を失い､ますます堕落していった｡

イスラエルもこれと同じであった｡人は自らのわざ

によって自分自身を救うことができるという原則

がすべての宗教の根底にあった」（希望上２６）。

そのようなユダヤ人たちにイエスは言われた、 

「あなたがたは、人々の前で自分を正しいとする人

たちである。しかし、神はあなたがたの心をご存じ

である。人々の間で尊ばれるものは、神のみまえで

は忌みきらわれる[憎まれる]」と(ルカ16:15）。

イエスは、神の民の忌み嫌われることについて何

回か言っておられる。最も顕著にあらわされたのが

宮清めの時である。二回もあった。その時、彼はご

自分の聖所が汚されているのを見て怒りを表され

　 荒らす憎むべきもの 　 
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た。イエスとユダヤ人の間の論争は激しくなった。

宗教指導者らは、イエスがメシアのようには見えな

いし、イエスは彼らの伝統を尊敬しないし、彼らの

決まりに従って安息日を守らなかったので彼を憎ん

だ。彼らは激怒してイエスを殺そうとはかる(ヨハ

ネ5:10-16;マタイ12:1-4；マルコ3:1-6)。

宗教指導者らの抵抗にもかかわらず、イエスは幾

たびも彼らに悔い改めと改革を求められた。しばし

ば、彼らの誤りをけん責し、神の前に尊い宗教の価

値をお示しになった。しかし、彼らは心を益々かた

くなにし、神の憐みの潮を打ち消した。

イエスが最後にエルサレムに入られた時、彼らの

絶えまない反逆の結果がどうなるかを預言の目でご

覧になった。悲しみに満ちて涙が頬を伝って流れ、

この都の来るべき運命を預言なさった。「いよいよ

都の近くにきて、それが見えたとき、そのために泣

いて言われた、『もしおまえも、この日に、平和を

もたらす道を知ってさえいたら…しかし、それは今

おまえの目に隠されている。いつかは、敵が周囲に

塁を築き、おまえを取りかこんで、四方から押し迫

り、おまえとその内にいる子らとを地に打ち倒し、

城内の一つの石も他の石の上に残して置かない日が

来るであろう。それは、おまえが神のおとずれの時

を知らないでいたからである」(ルカ19:41-44)。

宮で数日教えられてから、イエスは宮の境内を最

後に去る。またもや彼はご自分の民の背信のもたら

す恐るべき結果を見て苦悶にうろたえる。「ああ、

エルサレム、エルサレム、預言者たちを殺し、おま

えにつかわされた人たちを石で打ち殺す者よ。ちょ

うど、めんどりが翼の下にそのひなを集めるよう

に、わたしはおまえの子らを幾たび集めようとした

ことであろう。それだのに、おまえたちは応じよう

としなかった。見よ、おまえたちの家は見捨てられ

てしまう」(ルカ19:41-44)。

二回の宮清めがなされ、神の憎まれることから離

れるようにという招きに応じない結果、彼らの宮は

荒らされるのであった。この預言は、ローマのティ

トゥス将軍がエルサレムを滅ぼした紀元70年に成就

した。この第二の宮の荒廃は、第一の神殿の崩壊の

写しのようなものである。両方とも背教した神の民

の憎むべき事の結果、荒廃がもたらされたのであっ

た。そして異教の軍隊によってさばきがもたらさ

れ、崩壊したのであった。

このエルサレムの荒廃は、ダニエルによっ

て、ユダヤ人がメシアなる君を拒むことの

結果として起こると預言された。

ダニエル9:25-27を注意深く研究するとその事実

を知る。25節にイスラエルにメシアが来ることが預

言された。エルサレムの街の回復も預言されてい

る。しかし、また不吉な預言がなされる。26節には

メシアが自分の民によって殺され、再び聖所は荒廃

することが預言される。

天使ガブリエルがダニエルにこの預言を伝えたと

き、ダニエルは、自分の時代のことを思い出す。歴

史は再び繰り返されることを預言は告げているが、

全くその通りに起こった。紀元前586年と紀元後

70年に、ネブカデネザルによって、そしてティトゥ

スによって聖所と街が荒廃状態に陥れられたのは、

神の民の憎むべき悪しき行いの結果であった。

イスラエルがメシアを拒んだ結果、神の民は神の

不興を買い、土地を失った。イエスはそのことを預

言して、「神の国はあなたがたから取り上げられ

て、御国にふさわしい実を結ぶような異邦人に与え

られるであろう」(マタイ21:43)と言われた。イス

ラエルは、彼らの強情な罪によって福音の特権を失

ってしまった。

では、神の王国をどの国が受け継ぎ、その

実を実らせるのであろうか？

聖書は、使徒ペテロの手紙ではっきり答えを与え

ている。｢しかし、あなたがたは、選ばれた種族、

祭司の国、聖なる国民、神につける民である。それ

によって、暗やみから驚くべきみ光に招き入れて下

さったかたのみわざを、あなたがたが語り伝えるた

めである。

あなたがたは、以前は神の民でなかったが、いま

は神の民であり、以前は、あわれみを受けたことの

ない者であったが、いまは、あわれみを受けた者と

なっている」（１ペテロ2:9,10）。

かつては異邦人であったが、今やキリスト･イエ

スにあって神の民、キリスト教に属する者となっ

た。

新しい契約のもとに、キリスト教に改宗し

た者はみな、字義通りのアブラハムの子孫

になされた約束にあずかる(ガラテヤ3:26-

29)。

今や悔い改めた者は、だれでもイスラエルで

あり、神の聖所、宮と言われている。ローマ

2:28,29；エペソ2:11-13；19-22;　１ペテロ２:５

の聖句はその事実を明確に述べている。

　 荒らす憎むべきもの
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 第三の荒らす憎むべきもの         

ダニエルが語っている新約時代の荒らす憎むべき

ものは、第三の、最後の時代のものである。これ

は、ダニエル８:13と11:31と12:11に見られる。預

言的歴史を研究する者は、これらの聖句は、法王権

の確立と権力を預言したものであることを知るであ

ろう。法王権は、エルサレムが滅ぼされる原因とな

った異教主義の悪しき習慣、教えを取り入れて成り

立っていくことは、歴史上の明白な事実である。暗

黒時代にキリスト教会に様々な像、タンムズ礼拝、

太陽礼拝が入ってきた。今日もこれらの憎むべきも

の、すなわち、聖徒の像、キャンドル、ロザリオ、

イースター礼拝、太陽礼拝、等々がカトリック教会

に見られる。

法王教の背教は、部分的にプロテスタント諸教会

にも引き継がれている。それらの悪しき憎むべき習

慣が、古代イスラエルを荒廃させたが、ルーツは同

じく異教にある。カトリックもプロテスタントも神

の聖所、教会にこれらの憎むべきものを育んでいる

のである。キリスト教会は字義通りの昔のイスラエ

ルの鏡である。我々は、もし、バビロンの壁に書か

れた警告のメッセージに留意して、バビロンから脱

出しなければ、古代イスラエルと同じ罪を繰り返

し、同じ荒廃の刑罰を受ける危険がある。

神の民が背教の結果刈り取る荒廃をもたらす憎む

べきものについて、ダニエル書に３回出てくること

は明白である。

しかし、我々の時代の最後の荒廃をもたら

す…憎むべきものが近づいているしるしと

は何であろうか？

ルカ21:20でイエスは、エルサレムの差し迫った

滅亡の最後のしるしは何であると言われただろう

か？「エルサレムが軍隊に包囲されるのを見たなら

ば、そのときは、その滅亡が近づいたとさとりなさ

い」。この聖句は、軍隊が憎むべきものであるとは

言わず、むしろ軍隊は、荒廃をもたらす器である。

神は、ローマの軍隊によってイスラエルの憎むべき

ことに「報復」を執行するのであった。

ローマの軍隊がエルサレムを包囲したとき、エル

サレムの指導者、住民は恵みの境を越え、その不義

の杯を満たしたのである。エルサレムに住んでいた

クリスチャンにとっては、これが、神の裁きが迫っ

ているしるしとなるのであった。最初のこのしるし

が与えられたときが「山に逃げる」(21節)チャンス

であった。紀元66年、ローマの将軍、ケスチウスが

都を包囲したとき、クリスチャンたちは、これが約

束されたしるしで、逃げる時が来たと悟ったのであ

った。逃げる機会を逸しなかったために、紀元70年

のエルサレム滅亡の時、クリスチャンは、一人も死

ななかったと言われている。

神は、初代クリスチャンにエルサレム脱出の

しるしを与えられたように、我々にもしるし

を与えておいでになる。この世界の恩恵期

間が終了する時が近づいていることを知る

ことができるようにするためである。

黙示録13章、14章に、終わりの時がどれほど近い

かを知る前兆は何かを記している。米国が先の獣、

ローマ法王教の像を形作るとき、すなわち、米国の

原則を犯して政治と宗教が結合するとき、この国は

不義の杯が満ちる。その時、異教の日をあがめる米

国日曜休業令が発布される。それは、黙示録13:15-

17の預言の成就であり、その事件は、世界の終わり

が速やかに来ることのしるしである。

E.G.ホワイトは次のように言っている:

｢プロテスタント主義が手を伸ばし、深淵の向こう

にあるローマ教会の権力の手を取り、奈落の向こ

うにある心霊術と握手しようと手を伸ばす時、ま

た、この三者の結合による勢力下に米国がプロテ

スタント共和国としての憲法の原則をことごとく

放棄し、ローマ法王の偽りとあざむきの宣伝に道

を備えるその時こそ、我々はサタンの驚くべき働

きがやってきたこと、また、世の終わりの近いこと

を知るのである。

ローマ軍の接近が弟子たちにとってエルサレムの

滅亡のしるしであったように、この背教は、神の

忍耐が限界に達したこと、我々の国家の不法の升

目が満ち、憐みのみ使いは、飛び立ち、二度と戻

ってこない飛行につこうとしているしるしとなる

のである」 （５Ｔ451）。

諸教会が神の聖なる安息日と取り替えて異教の休

みの日を宗教的な法令とするという憎むべきことを

するとき、悩みの時が始まることを知って、都会を

離れなければならない。

荒らす憎むべきもの(荒廃をもたらすところの憎

むべきもの)は、この最後の時代において、重要な

研究課題となる。

　 荒らす憎むべきもの 　 
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ドイツで日曜休業令の動き

聖夜前の日曜開店は違憲、ドイツ／憲法裁判所、小売業規制で

　　　　　　　　　　　2009/12/01 

【ベルリン共同】ドイツ連邦憲法裁判所は１日、ベルリン市が百貨店やスーパーなど小売店に日曜日

の営業を認めた条例に関連し、クリスマス前の４回の日曜日営業については「憲法違反」とする

判決を下した。ただ、今年は同期間の営業が許される。

ドイツ最高裁は日曜のショッピングに規制を決定。

教会の勝訴：アシスト･ニュースのウォルフガング・ポルツァー記者によると、ドイツ最高裁は首都ベルリンでのア
ドベント・シーズン期間中（待降節クリスマス前の約 4 週間）の日曜日のショッピングを規制すると裁定した。

カールツルッヒの連邦憲法裁判所は、今日、「2006年にベルリン州法が許可していた、日曜日の営業（一年で最高１
０回迄で、そのうちクリスマスまでに至る待降節の全４回の日曜日の営業も含む）」が違憲となることを裁定した。

ドイツ連邦憲法は、日曜日を休息の日、また「霊的向上の日」として保護している。

今回の裁判所の決定は、他の州の条例にも影響を及ぼすと見られるが、2010年から実施される。ベルリンのプロテス
タント教会やカソリック教会が首都の自由なショッピング条例に異議を申し立て、憲法裁判所に上訴した。

ベルリンのプロテスタントの司教マーカス・ドロージは、週毎の休息の日を「文化的、社会的な業績」(文化的にも
社会的にも向上すると言いたいのであろう)と述べている。プロテスタント教会総会議長のカテリン・ゴーリン・エカ
ルドもまた、裁判所の決定を歓迎している。同氏は、休息の日（日曜日）を「社会全体へのクリスチャンの贈り物」で
あると述べている。同氏は（グリーン・パーティ）緑の党のメンバーで、ドイツ連邦下院の副議長でもある。（長谷川
英美姉　提供）

　 荒らす憎むべきもの

我々はこの預言を注意深く研究するとき、終わりの

時に与えられるはっきりとしたしるし「荒らす憎む

べきもの」は日曜休業令であることが分かる。

米国がこの法令を発布する時、米帝国の破滅が始まるし

るしである。

｢プロテスタント諸教会は、恐るべき迫害を耐えた彼ら

の先祖たちの信仰に対する偽りの宗教を維持するために、

世俗の権力と一体となるであろう。合衆国が法令を強制

し、教会制度を支持するために、その権力を用いるまさ

にその時、プロテスタントアメリカは、法王の像を作る

であろう。そして米国は国家的背教が起こり、ついに国

家的破滅に至るであろう｣（スタディバイブル新586、ST 

1910.3.22）。

我々の目の前で、まさに今米国はその方向に動い

ていることが分かるのではなかろうか？

イエスは言われた。「預言者ダニエルによって言われた

荒らす憎むべき者が、聖なる場所に立つのを見たならば（

読者よ、悟れ）」(マタイ24:15)と。イエスは、エルサレム

の滅亡のことを言われたが、しかし、もっと直接的には、

我々の世代のことを預言されたのである。

ほんとうに神を愛するかは、神の律法を愛するかでテス

トされる。サタンは、神の権威を覆すために、神の律法を

覆そうとした。神の律法を愛するかは安息日を愛し、遵守

するかがテストとなる。最後の大争闘は安息日に焦点があ

てられる。安息日に神の権威が見られる。安息日は神との

契約のしるしである。神の「憎むべきもの」が法王権の、

サタンの権力のしるしである日曜礼拝、日曜休業令である

なら、その前に取り除かれるのは何か良いものである。神

の権威のしるしであるに違いない。第一、第二の荒廃をも

たらしたのは、安息日をないがしろにすることであるな

ら、最後に荒廃をもたらすのは、神の安息日を人間の法律

をもって無効にすることではなかろうか？

イエスはダニエル書を悟れと言われた。ダニエルは「荒

らす憎むべきもの」が立つ前に「常供の燔祭が取り除かれ

る」と言っている。

法律をもって安息日が諸教会によって無視され、日曜休

業令が立てられるとき、キリストとサタンの大争闘の「天

下分け目の決戦」が戦われる。

その時こそ、「我々はサタンの驚くべき働きがや

ってきたこと、また世の終わりの近いことを知る

のである」（2SM81）。その時こそ、「神も働かれ

る時である」(詩篇119:126)。

いったん、荒らす憎むべきもの(日曜休業令)が立つと、

世の終わり＝キリストの再臨はどれほど近いかが分かるで

あろう。

ダニエルは言った:「荒す憎むべきものが立てられる時か

ら、1290日が定められている。待っていて1335日に至る者

はさいわいです」と。

イエスとダニエルが言った荒らす憎むべきものが、未

来に大規模な事件として起こることが分かると、1290日、

1335日、ひと時とふた時と半時は字義通りの計算をしなけ

ればならない。いったん、日曜休業令が立つと、神は後の

雨／大いなる叫びによって、義をもって速やかにご自分の

働きを、ご自分の方法で終えられるのである。

News
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“Keep the Faith”ミニストリーのハル・マイヤー牧師のコメント

European Bishops Still Pressing for Sunday Rest •  February 23, 2009

ヨーロッパの司教たちは、なおも日曜日の休みを押し進めている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―２００９年２月２３日

ローマがリードするこれらの教会は、それを正当化するために宗教的な議

論を避けようとしていることに気づいていただきたい。 彼らは、社会の最も

高い関心事は、健康、節制、バランス、家族の時間、貧困層と、とどまることを知らない消費だとし

て、日曜日の休養が必要だという本質的に良い議論として使う。

大争闘下349,350には、社会改革と日曜遵守運動がこっそりとつながってくる戦略について書いてあ

る：

｢……最も目だった重要な道徳的改革の一つである禁酒禁煙運動（節制[原文]）が、しばしば日曜日

遵守運動と結びつけられる。日曜日遵守運動の主張者たちは、自分たちは社会の最高の利益を促進す

るためにほねおっていると称し、彼らとの協力を拒む者は、禁酒禁煙運動と改革の敵であると非難され

る。しかし、誤謬を助長する運動が、それ自体は善である働きと結合しているからといって、その誤謬を

支持してよいということにはならない。われわれは、健全な食物にまぜることによって毒を隠すことはで

きても、それが毒であることには変わりないのである。それどころか、毒と気づかれないために、それだ

けいっそう危険なものとなる。虚偽を、それをもっともらしく見えるようにさせるに足るだけの真理と結

合させることが、サタンの策略の一つである。日曜日遵守運動の指導者たちは、人々が必要としてい

る改革を提唱し、聖書と調和している諸原則を提唱するかもしれない。しかし、その中に、神の律法に矛

盾する要求が含まれているかぎり、主のしもべたちは彼らと手をつなぐことはできない。彼らが神の戒め

を捨てて人間の戒めを置いたことは、どんな理由によっても正当化できないのである｣

日曜日であろうと他の日であろうと、休むことは神の律法を犯すことにはならない。何が神の律法

の違反となるかというと、日曜日を神聖な日とするか、あるいは日曜礼拝を要求する法律となるとき

である。しかし、日曜日を休息の日とする法律には宗教的な動機があるのである。それは、カトリッ

クの司教たち、ドイツのプロテスタント、英国教会によって促進されている。今のところ、これらの

諸教会は、日曜遵守、または、日曜礼拝をせきたててはいない。日曜休業の法律化は、後々彼らの目

的とする日曜神聖化の基礎作りをしているのである。

指導者たちは、ローマが権力の回復をねらっていることに気が付いていないかもしれない。しか

し、彼らの議案には、日曜日神聖化がもくろまれていたし、今後も変わらない。

レビューアンドヘラルド、1889年12月24日号に次のようなコメントがある:

｢神の民に対する重大な意味のある計画がいろいろな宗派の牧師の間で陰険な方法で進められている。

そしてこの秘密の策動の目的は、日曜日の神聖化を強化するために大衆の好感を得ることである。もし

大衆の日曜休業令に対する好感を得るように導くことができるなら、聖職者たちは、宗教上の憲

法改正を獲得するように一致した感化を及ぼすことを意図しているのであり、国家として日曜日を

遵守するように強要するであろう｣

この引用文は、合衆国憲法のことで、1880年代の日曜休業令の問題が起きた時のことを言っている

が、それは現代、ヨーロッパの各地でも同じ運動がなされることを除外するものではない。現在すさ

まじい世俗化が進んでいるヨーロッパの教会の司祭、牧師たちは、日曜礼拝の適当な時が来るまで彼

らの計画を隠遁しようと慎重を期しているのである。

※ アメリカも州単位では、日曜休業令ができているところもある。しかし、国家として先に日曜休業

令が発布され、そして世界中に強要される。もちろん、ヨーロッパでもその運動は並行して続けられ

ると預言者は言っている。アメリカにおける国家的日曜休業令、そして世界的日曜休業令が非常に接

近していることは確実である。これらのしるしはＳＤＡにとって警告となるはずである。

ドイツで日曜休業令の動き 　 



10

Topics

終末事件のシナリオが、

1800年代にかくも正確に

預言されていた！

● ある重要な会議でＡ氏が、「カトリック教会は変わったんです」と言

ったら、Ｂ氏は、｢『各時代の大争闘』によると『ローマは決して変

わらない』と書いていますよ｣と言った。すかさずＡ氏、「大争闘が

書かれた１９世紀の半ばのカトリックは変わっていなかったが、今

は変わっているんです」。会議が終わって何人かの人に「先のＡ氏

の発言をどう思いますか」「私も変だと思っていますよ」との返事。

しかし、あのような場では思っていることを言えない雰囲気であっ

たと言う。

● ある牧師が信者を訪問。「大争闘」の本がテーブルにおかれている

のを見て、「こんな古い本を今頃読んでるのですか？あなたの頭も

古くなりますよ」と皮肉たっぷりの言い方をした。この信者は、「で

は、聖書は最も古い本ですけど、私の頭はどうなるのでしょう｣と言

いたかったと後でもらした。

● 牧師会でのディスカッションのテープを聞いて、ある牧師の発言

が気になった。「『大争闘』の本など書かれなければ良かったの

だ｣と。

● 1919年聖書会議から、証の書の霊感に対する疑いが生じた。1975年

12月に世界総会本部で、紙に包まれた二つの小包が発見された。そ

の小包には、聖書会議の速記ノートをタイプライターで打ち直した

2400頁に及ぶ資料が入っていた。この発見は、新神学提唱者には

勝利と思わせるものであった。預言の霊は、歴史的な正確さばかり

でなく、神学においても信憑性に欠けているものとされるようにな

った。時の総理は、Ａ.Ｇ.ダニエルズであった(彼は25年間、最も長く

世界総会総理を務めた)。

韓国において、ホーワード・リー先生がＡ.Ｇ.ダニエル

ズ総理を家庭に接待していた時のこと。女中にチキンを

買ってくるように頼んで驚かせたそうだ。彼は、以前、

Ｅ.Ｇ.ホワイトから真っ先に肉食を廃する誓約に署名す

るように言われて、拒否したことがあった。1922年の世

界総会でＡ.Ｇ.ダニエルズ総理の終身在職権は終わり、

Ｗ.Ａ.スパイサーが総理として選ばれることになった。

Ａ.Ｇ.ダニルズ長老が癌で危篤になったとき、油注ぎの祈りを拒んだ

と言う。彼は、肉食に耽溺していたので、ある若い働き人が祈ってい

ますと言ったら、「私の回復のために祈らないでくれ、自分自身で蒔

いた種だから。私の救いのために祈ってくれ」と言われたそうだ。”The   
Greatest of all the Prophets”p169より。

各
時
代
の
大
争
闘

に

”

“

　  ｢各時代の大争闘｣にあっぱれ！
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 大争闘下 340 

カトリックは決して変わらない

バチカン第二公会議以来、ローマはすっかり変わ

ったとプロテスタント諸教会は見るようになった。

ローマは変わったと明言したのは、トランス－ヨ

ーロッパ支部の総務、Ｄr.レインダー・ブルーズマ

である。彼は2004年の７月～９月の安息日学校の教

課の著者であった。その頃オランダユニオン・カン

ファランスの総理もしていた。

「ローマ・カトリック教会は、ほとんど世界にお

いて積極的に変わってきた。今や、カトリック教会

は、聖書を読むのを許すだけでなく、薦めている。

プロテスタントがうらやむほどの霊性がカトリック

教会にはある。さらに、公式に宗教自由の原則を受

け入れた」(Spectrum,Vol.27,Issue3, Summer 1999)。
彼の考えは、広く世界のＳＤＡに影響を及ぼした。

ヨハネ・パウロ２世、ベネディクト16世の教皇勅

書には、カトリック教会だけがキリスト教であるこ

と、その教えに反する者は異端として罰せられるべ

きであることが明言されている。元アンドリュース

大学教授、サムエル・バキオキは、「『ローマは決

して変わらない』『(no salus extra ecclesia)ローマ・

カトリック教会の外に救いはない』という真理の生

きた、説得的な実例である」と述べた。ENDTIME 
ISSUES NEWSLETTER No. 132.

「ローマ教会は決して変わらないということがこ

の教会の自慢の種であることを忘れてはならな

い」大争闘下340。

「自分の目的を達成するのに最も都合のよい性

格を身に装うことが、この教会の方針の一つであ

る。しかしカメレオンのように変わりやすい外見

の下に、この教会はへびのような不変の毒を隠し

ている。．．．

カトリック教は以前ほどプロテスタントと広く隔

たってはいないという主張が、プロテスタントの

諸国において唱えられてきたことには、理由がな

いではない。そこには変化があったのである。し

かしその変化は、法王制の中にあったのではな

い」大争闘下328。

信教の自由を認めているだろうか

｢オコンナー司教は、『カトリックの世界に危険を

及ぼすことなく反対政策を実施できるようになる

まで、信教の自由をがまんしているにすぎない』

と言っている。セントルイスの大司教は、かつて次

のように語った。『異端や不信仰は犯罪である。

だから、たとえばイタリアやスペインのように、す

べての人がカトリック教徒であって、カトリック教

がその国の法律の不可欠な一部となっているキ

リスト教国においては、こうしたことは他の犯罪

と同様に処罰される』。…

プロテスタント教会は大いなる暗黒の中にある。

そうでなければ、彼らは時のしるしを見分けるは

ずである。ローマ教会の計画や運営方式には遠

大なものがある。この教会は、再び世界を支配す

るために、また迫害を復活させるために、またプ

ロテスタントが行なったすべてのことを無効にす

るために、激しい決定的な戦いの準備として、そ

の感化力を広げ、その勢力を強めようと、あらゆ

る手段を用いている」大争闘下320-323。

彼らは｢時機をまっている｣同339。

最終時代のスーパーパワーについて

1941年12月7日は、ア

メリカにとって転換の

時となった。日本軍に

真珠湾攻撃をされ、そ

れ以来アメリカは世界

に目を向け、世界の警

備員(保安官)になった

と言われている。

それから半世紀過ぎ

て、1989年12月にアメ

リカかソ連かという二

極体制に終止符が打たれた。ある人はその当時のこ

とを「コミュニズム(共産主義)が世界を支配する

か、それともカトリシズム(バチカン)がそれを防止

するか」という見方をしていた。ライフ誌も文芸春

秋も結局は、ヨハネ・パウロ2世の勝利と称えた。

実はバチカンは、西側のアメリカを利用していたの

である。1991年から父ジョージ・ブッシュは、アメ

リカこそ、世界唯一の覇権国と思わせたが、それは

間違っていた。

黙示録13章によると「海から上ってくる獣」

(13:1)と「地から上ってくる獣」が仲良く世界支配

のため活動する。「海から上ってくる獣」は、ダ

ニエル7章にリンクさせると、明らかにローマ法王

｢各時代の大争闘｣にあっぱれ！  　 
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教であることが分か

る。「地から上って

くる獣」は、アメリ

カ合衆国を表す(大

争闘下158-160)。ロ

ーマ法王教は全世界

を支配するのである

が(3節､7節)、それを実現するのはアメリカの力を借りて

やるのである。「地と地に住む人々に…先の獣を拝ませ

る」(12節)、「地に住む人 を々惑わし、…先の獣の像を造

ることを、地に住む人々に命じた」(14節)。

現在、膨大な財政赤字と貿易赤字、それにドル

の下落によって、世界の覇権は他に移るのではな

いかと危惧する評論家たちがいるが、聖書によると

そうではない。世界第一帝国と言われていたアメリ

カが、世界最小の国バチカンと組んでスーパーパワ

ーとなるのである。世界終末のスーパーパワーは、

一国でなく、二国である。「アメリカかソ連(共

産主義か)」から「アメリカとバチカン(カトリッ

ク）｣に変わったのだ。

中世時代にヨーロッパの政治、経済、宗教を

1260年間にわたって支配したローマ(カトリック教

会)は、預言の通りに一時致命的な傷を受けるが、

それも癒されて世界のスーパーパワーとなることに

なっている。アメリカは、これほどまで発展させた

自国の憲法さえ変えるのである。

 大争闘下 161 

｢共和主義とプロテスタント主義が、国家の根本

原則となった。これらの原則が、その権力と繁栄

の秘けつである。全キリスト教国の、圧迫され踏

みにじられた人々が、関心と希望を抱いてこの国

に目を向けた。幾百万という人々がその岸辺にや

って来て、米国は、世界で最も強い国の一つに

数えられるまでになった。」

しかし、

｢米国は、そのような行為によって、国家の方針の

基礎として宣言した自由と平和の原則を裏切

るのである。」

何のために国家の原則＝憲法を改正するのだ

ろうか？

「憲法を改正して、日曜日遵守を強制する法

律を確保しようと努力している人々は、それがど

のような結果になるのかにほとんど気が付いてい

ない。危機はまさに我々に臨もうとしている」５T 

711。

「サタンの政策を議決する時、国の統治者たち

は、彼ら自身を罪の人の側に置くであろう。それ

は国家的背教の時である。・・・それから罪の升

目が満たされるのである。国家的背教は国家的

破滅の兆候である」GCB 1891,259。

アメリカの宗教はプロテスタンティズムである。

バチカンの宗教はカトリシズムである。宗教同士が

手をつないで、ついにはバチカンの思惑通りにアメ

リカが政治、経済、宗教を支配し、それを全世界に

強いるというのである。

1990年に元イエズス会士であり、バチカンのグレ

ゴリアン大学院の教授、マラカイ・マーチンは、歴

史家であり、バチカンのインサイダー(内部の情報

に通じている人)でもあった。その著書「血の鍵」

にローマの世界戦略が如実に描かれている。ソ連が

どのように解体されるかに触れ、それは、ヨハネ・

パウロ２世の戦略であったことが述べられている。

その時、現れたのがソ連の書記長、ミカイル・ゴル

バチョフであった。マラカイ･マーチンは、世界の

覇権は三つの権力のもとに争われると言っていた

が、結局は、バチカンと米国の二つに収まった。

その当時、ソ連邦は膨大な領域を有していた覇権

を争う勢力であったが、1884年にE.G.ホワイト(終

末時代の預言者)は、終末時代のプレーヤーとして

ソ連をシナリオには入れていなかった。彼女はマー

チン博士のような聖職者ではなかったが、神から直

接の啓示を受けていたという点で、100年後のマラ

カイ･マーチンより有利な立場に立っていた。聖書

では、三つのスーパーパワーではなく、ただ、二つ

のスーパーパワーを見ていた。興味深いことに、世

界最大の国、アメリカと世界最小の国バチカンが同

盟国になるというのである。マーチン博士が「血の

鍵」を著した時には、共産主義ソ連は解体しつつあ

ったのである。この米―バチカン両国間の関係はす

でに成立しつつあった。1980年代の米ソ二極制の時

にすでにバチカンの出現を見ていたのである。マー

チン博士は、次のように言っていた：

「法王ヨハネ・パウロ２世は、使徒ペテロ継承

264代目で…三つの世界的権力の最も広大にして深

く経験を有する頭である」ｐ17。

マーチン博士が「広大な」と表現したのは、ロー

マ教会の聖職者、信者からなっている宗教的な影響

ローマ･カトリック
海獣

プロテスタントアメリカ
地獣

　  ｢各時代の大争闘｣にあっぱれ！
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力を言っている。軍隊や武器は持たないが、NATOと

いう同盟をバックに持っている。不思議なことにい

ざとなれば、この世的な権力を上手に使う世界的知

的戦力、情報戦力を持っている。

E.G.ホワイトは、黙示録を書いた1800年前の使徒

ヨハネと同じように、今から165年前に、幻のうち

に将来を見ていたのである。

法王の権威は昔

のように、今、ま

た甦りつつある。

かつてドイツの皇

帝、ヘンリー４世

が法王の権威をあ

えて無視したため

に、破門と廃位の

宣告を受けた。法

王の命令に力を得

て彼に反逆した諸

侯たちの、離反と

威嚇に驚いたヘンリーは、法王と和解する必要を感

じた。彼は王妃と忠実な従者とを伴って、法王の前

に身を低めるため、真冬のアルプスを越えた。グレ

ゴリーが留まっていた城に到着すると、王は護衛も

なく外庭に案内され、その厳しい冬の寒さの中で、

みすぼらしい衣を着、頭には何もかぶらず、はだし

のまま、法王の前に出る許可を待った。彼が三日間

断食とざんげを続けた後、ようやく法王は彼に赦免

を与えた。

クリントン元大統領が不品行のために法王から厳

しいお叱りを受けたことがあった。彼は、ヘンリー

４世のような仕打ちは受けなかったが、詫びて世界

的な秩序の中で上下の教訓を学んだようである。

アメリカとバチカンの癒着について

カリフォルニアのベー

カスフィールドの新聞に

右のような漫画で編集長

は、この絵の象徴するよ

うにアンクルサム(アメ

リカ)とバチカンの癒着

の記事を載せた(Bakerfield 
N e w s p a p e r, C a l i f o r n i a , 
Editorial)。ＳＤＡの牧師がこの編集長に「各時代の

大争闘」を差し上げたそうだ。

命をかけて新大陸アメリカに逃

げてきたプロテスタント(新教徒

たち)なのに、そのアメリカとバ

チカン(ローマ・カトリック)との

関係がこれほど親密になるとは誰

が想像し得たであろうか。

 大争闘下 350 

プロテスタントと心霊術とローマとの

三重の結合について

｢合衆国の新教徒は、率先して、心霊術と手を結

ぶために淵を越えて手を差しのべる。彼らはま

た、ローマの権力と握手するために深淵を越えて

手を差し出す。この三重の結合による勢力下に、

アメリカはローマの例にならって良心の権利をふ

みにじるのである。

● 米下院は、国連で416対１でバチカン(宗教巨

大組織)に発言権を与えることが可決され

た。(ワシントンタイムズ誌2000、6月12日）下

院には３人のＳＤＡ議員がいたが、反対した

のはＳＤＡではなかったそうだ。

｢宗教的法令に譲歩するどんな運動も、良心の自

由に対して長年徐々に戦い続けてきた法王教へ

の譲歩の行為である」マラナタ131。

米国の大統領はじめ、要員たちが共和党、民主党

を問わず、どれほどひんぱんに法王と謁見している

かを見よ。ブッシュもオバマも法王の教えと計画を

この国で「実行する」と言い切ったのである。

 大争闘下 321-322 

「しかし一つの制度としてのローマ・カトリック

は、この教会の歴史上のどの時代においてもそう

であったように、今日でもキリストの福音と調和

するものではない。プロテスタント教会は大いな

る暗黒の中にある。そうでなければ、彼らは時の

しるしを見分けるはずである。ローマ教会の計画

や運営方式には遠大なものがある。この教会は、

①再び世界を支配するために、②また迫害を復

活させるために、③またプロテスタントが行な

ったすべてのことを無効にするために、激しい

決定的な戦いの準備として、その感化力を広げ、

その勢力を強めようと、あらゆる手段を用いてい

る。カトリック教は至るところに地歩を占めつつ

｢各時代の大争闘｣にあっぱれ！  　 
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ある。プロテスタント諸国において、カトリックの

教会や礼拝堂が数をましているのを見られよ。米

国において、カトリック教の大学や神学校が人気

を集め、プロテスタントに広く後援されているの

を見られよ。」

※日本においてさえもそうである。（短期大学、専

　攻科20、高等学校専攻科114、中等学校、98、小

　学校54、幼稚園548）

「最も危険な敵」(大争闘下322）であるとの認識

はプロテスタント諸教会のどこに見られるだろう

か？

 大争闘下 164 

教会合同運動―エキュメニカル　

                          　　について　

｢プロテスタント教会内の大きな信仰の差異は、

どんなに努力しても一致を図ることはできないと

いうことの決定的証拠であると考える人が多い。

しかし、ここ数年にわたって、プロテスタントの

諸教会内において共通の教義を土台として

合同しようとする気

運が強く動き出してい

る。このような合同を

達成するためには、た

とい聖書的見地から

どんなに重要なもの

であっても、すべて

の者が一致しない問

題点は、必然的に放

棄されねばならなく

なる。｣

これが書かれたのは1800年代であった!!

共通の教義とは日曜神聖と霊魂不滅の事である。

アメリカではかつて見られなかったことが起こり

つつある! 

 大争闘下 189-190 

偽リバイバルについて

｢一般のリバイバルは、ともす

れば、想像に訴え、感情を刺

激し、新奇なことに対する

愛好心を満足させるようなや

りかたで行なわれている。こう

して得た改心者は、聖書の真

理を聞くことを望まず、預

言者や使徒たちのあかしに

興味を示さない。集会も何か感情をそそるよう

なものが無いかぎり、彼らをひきつけることがで

きない。冷静な理性に訴えるメッセージは、な

んの反応も起こさない。彼らの永遠の幸福に直

接関係のある、神の言葉の明白な警告も、注意を

払われないのである。｣

ベニー･ヒンの集会に行った米国西部のわが教会

の牧師は、癒しを求めて孫を連れて行った。そして

ＳＤＡ教会から去ってベニー･ヒンの支持者になっ

たという。

 大争闘下 190-191 

｢彼は、自分の欺瞞の力のもとに置くことのできる

諸教会において、神の特別な祝福が注がれてい

るかのように見せかける。大いなる宗教的関心

と思われるものが現われる。多くの人々は、神

が彼らのために驚くべきことをしておられると喜

ぶが、それは、別の霊の働きなのである。宗教的

装いのもとに、サタンは、キリスト教世界に自分

の勢力を広げようとする。」

※ 今はコンピュータであらゆる種類の偽リバイ

バルが見られる。ＤＶＤも出ている。恐るべ

き心霊現象である。

ルーテル教会とカトリックは信
仰による義認の教理で一致？

教会を問わ
ずみんなで 
「われらは
みな一つ」と
叫ぼう。ワシ
ントンD.C.に
集まった大
群衆！

　  ｢各時代の大争闘｣にあっぱれ！
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大争闘と同じ著者がこう警告している。

｢あなたが描写してくれた、インディアナで起こっ

ているようなことが、恩恵期間終了直前に起こる

ことを主は私に示された。あらゆる異様なことが

実演されるであろう。ドラム、ダンス音楽と共

に、叫び声があるだろう。理性の持ち主の感覚

が混乱するために、正しい決断をあてにできなく

なる。そして、これが聖霊の働きであると呼ばれ

るであろう。聖霊は、決してこのような方法、騒々

しさではご自身を現されない。これは純潔で、真

実で、人を高め、清める現代の真理を効果のな

いものにするため、自らの巧妙な方法を隠すた

めにサタンが考案したものである」2SM36。

同じ著者の「大争闘」の先駆になった初代文集

425-429を読んでいただきたい。

｢わたしは、この欺瞞が、急速に広がるのを見た。

電光のような速度で走る列車が、わたしに示され

た｣。

彼女は、全世界を欺瞞に

陥れる心霊術の列車を見せ

られた。車掌はサタンであ

る。

 大争闘下 313 

キリスト教の

装いをしてきた

心霊術について

｢愛は神の第一のご性質としてくり返し説明され

てはいるが、善と悪をほとんど区別しない弱々

しい感傷主義に堕している。神の正義、罪に対す

る神の非難、神の聖なる律法の諸要求は、すべて

無視されている。人々は十誠は死文であると考え

るように教えられる。｣

セレブレーションは、バチカン第二公会議から発

信されたものである。メガチャーチの現象はキリス

ト教化した現代心霊術である（くわしくはアンカー

41号を参照）。

 大争闘下 352-353 

気候変動について

｢海や陸における事故や災害、大火災、激しい突

風、すさまじい降雹、あらし、洪水、たつまき、津

波、地震など、あらゆる場所に幾多の形でサタン

は力をふるっている。彼は取り入れまぎわの収穫

を全滅させ、ききんと困窮を引き起こす。彼は空

気を恐るべき病毒で汚染させ、幾千人もの人が悪

疫で死ぬ。これらのできごとはますますひんぱん

になり、悲惨なものになる。破滅は人間にも、動

物にもおよぶ。『地は悲しみ、衰え、････天も

地と共にしおれはてる。地はその住む民の下

に汚された。これは彼らが律法にそむき、定めを

犯し、とこしえの契約を破ったからだ』(イザヤ書

24:4,5)。

日曜安息日を犯すことは神を怒らせることであ

り、この罪が災害をもたらすのであって、それは日

曜日遵守がきびしく実施されねばやまない、と宣

言される。」

 大争闘下 353 

経済危機と日曜休業令について

｢また、第四条の要求を主張して日曜日尊重を傷

つける者は民を悩ます者であって、神の恩寵とこ

の世における繁栄の回復とを妨げていると宣

言される[原文]｣　

※ アメリカで繁栄を回復しようとの運動が起こ

るが、経済危機に直面するからである。他に

もＥ.Ｇ.ホワイトはそのことについて言及して

いる(アンカー43号を参照)。

2004年にアメリカは「愛国法」なるものを制定し

た。大統領は、国のいかなる緊急事態にも、議会を

通さないでも道徳的法令を発布することができると

いうものである。それは、何を意味するだろうか？

日曜休業令が必要とあらば、突然発布される時が近

づいていると言えるのではないだろうか？

｢各時代の大争闘｣にあっぱれ！  　 
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 大争闘上 64-66 

ワルデンセス(ワルド派)について

ワルデンセスについてはキリスト教界でさえ、欺

瞞に陥っている。彼らこそ「混ぜ物のない真理を持

って」いた者たちで、「真理の保管者であった」。

「彼らは、自国語で書かれた聖書の写本を持ってい

た」のである。Ｂ.Ｇ.ウィルキンソンによると、紀

元120年に聖書写本はつくられていた。

しかし、一般の辞書、いや聖書辞典でさえも、「

ワルド派」はＡ.Ｄ.12世紀にフランス共和国のピー

ターワルドによって創始されたキリスト教の一派と

されている。今では、聖書を保存していたのはカト

リック教会であると言い、今日の、エキュメニカル

聖書(新共同訳)は、最も古い、信頼に値する写本か

ら翻訳されたものであるという欺瞞が横行している

のである。

 大争闘下 27章 

リバイバルと清め、悔い改めと聖化

クリスチャン経験について

現代の神学的、教理的な誤りから免れたいと望む

なら、大争闘を読むことによって見破ることができ

るであろう。

なぜ、「各時代の大争闘」は

　　　　　　書かれたのであろうか？

 大争闘上「序論」(9)

悪魔の策略を見破り、危険をも見分けられるため

に：

｢われわれは悪魔の策略を見破ることができ、

そして、再臨の時に主の前に『傷なき者として』立

つ者が避けなければならない危険をも、見分け

ることができるのである。｣

｢本書の目的は、過去の争闘に関する新しい事実

を提示することよりも、むしろ未来の諸事件に関

する事実と原則とを明らかにすることにある。し

かし、こうした過去のすべての記録を、光と暗黒

との間の争闘の一部分として見るとき、そこには

新しい意義が認められるのである。そして、これ

らの諸事件は、未来に光を投げ、過去の改革者た

ちのように、神の召しを受けて、この世のすべて

の幸福を犠牲にしても『神の言葉とイエス・キリ

ストの証のために』立つ人々の道を、照らすので

ある。真理と誤謬との間の大争闘の模様を解明

すること、サタンの策略を明らかにし、これに

抵抗して勝利する方法を示すこと、神は正義と

慈愛をもって被造物を取り扱われるということが

明らかになるよう、罪の起源とその最終的処置に

関して光を投げかけつつ、悪という大問題に満足

のゆく解決を与えること、そして神の律法が聖で

あって不変のものであることを明示すること―こ

れらが本書の目的である。｣

｢…牧師たちや博士たちが新しい教理を取り入

れ、誤りが一つまた一つと我々に押しつけられ

た。我々が多くの祈りをもって聖書を調べると、

聖霊は我々の心に真理をもたらすのであっ

た。…神の力が私に臨み、私は何が真理か何が

誤りかを明らかにすることができるようにされる

のであった。…私は幻を見せられ、説明が与えら

れるのであった。…

これらの真理はみな、私の書きものの中で不

滅のものとなった。人間は次々と陰謀を企て、

敵は魂に真理を捨てさせようと努める。しかし、

主がホワイト姉妹を通して語り、彼女にメッセー

ジを与えてくださったということを信じる者はみ

な、終りの時代に来る多くの惑わしから無事

でいられるであろう」―8MR,pp.319-320(Letter 

50,1906年1月30日)。

1800年代に書かれたことがこれほど如実に、今ま

さに成就していることを見るとき、我々はイエスの

証、すなわち預言の霊に全く信頼していいのではな

いだろうか。

私はこの「各時代の大争闘」にあっぱれ！と叫び

たい！！

だから、「各時代の大争闘」の著者、Ｅ.Ｇ.ホワ

イトは次のように言っているのである:

｢わたしは、わたしが書いた他のどの本よりも、こ

の本が配布されるのを切望する。なぜなら、大争

闘の中には、他のどの本よりも、世界に対する最

後のメッセージがより明瞭に書かれているからで

ある｣手紙281、1905年。

　  ｢各時代の大争闘｣にあっぱれ！
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オバマは大統領に就任して６ヵ月経って、ベネデ

ィクト16世と初めての謁見をすることになった。

2009年7月にもたれたＧ８経済サミットの二日後、

７月10日にガーナに旅行する前にローマに立ち寄っ

た。

この二人は30分間の密談の時を持った。中絶、ク

ローニング（複製生物）、幹細胞研究などの問題に

おいては意見の相違があったにもかかわらず、オバ

マとベネディクトは社会的正義と経済改革という世

界的な幻においては意見を共有した。

法王は世界的貧困にＧ８が応答したという報告を

聞いていた。そして法王は「３日間開かれたサミ

ットにおいて、アメリカが発展途上国に200億ドル

の援助をするということに８カ国が同意した（USA 

TODAY)」ことに対して喜びの意を表した。

バチカンとアメリカの筋によると、この二人の指

導者は移民、中東和平、中絶問題について話し合っ

たと報告している。法王はオバマに、聖ペテロ広場

とバチカン宮殿を描いたモザイク、それに世界規模

の経済危機について最新の法王の勅書 「真理の愛徳

（Cartitas in Veritate）」の写しを手渡した。また、非公

式に法王は2008年の「生命の尊厳(Dignitas Personae）」
という勅書を贈呈した。それを受け取るとオバマは、 

「飛行機の中で読める物ができました」と冗談ながら

に言った。

オバマは立ち去る前にもう一度法王にお礼を言っ

た。「我々は二つの国の非常に強力な関係を期待し

ています。」www.lusnews.com,July 10,2009.

オバマ政権はブッシュ前大統領とは違った法王と

の関係を維持しながらも、ホワイトハウスとバチカ

ンは尚も相互の政治的関係を持っている。

聖書の預言によると、世界的なスーパーパワーと

復活した法王教の政治的協力関係は、歴史上かつて

なかった地球規模の統一に導くのである。彼らの政

治的議題を拒否する者たちは経済的なボイコットに

会い、終局的には死の恐怖に会うであろう（黙示録

13章を参照）。米国とバチカンの強いきずなはこの

預言の成就となるのであろうか？（Last Generation, 
Vol.20 No2, page 28）

これはＳＤＡにとって目を覚ます警報だ！

最近、私はＧ８サミットのためイタリアに行った

オバマについての記事をメールでもらった。彼は、

法王と個人的な謁見をして、法王の最近の勅書の写

しを贈呈してもらったという。法王は、このサミッ

トのため、またオバマのためにだけ用意したとい

う。ＳＤＡの預言理解と直接関わる10項目があるの

でそれを挙げてみたい:

１． 地球政府。法王は世界を悩ましている諸問題を

処理する「真の政治的権威」を呼びかけている

(ｐ67)

２． 政権一致。法王はこの新しい政治的権威は、霊

的(宗教的)価値に基づいて決定する者でなけ

ればならない(5章)。

３． 法王が頭である。これらの霊的価値は他のいか

なる宗教からも導き出されるものではない。なぜ

なら、「すべての宗教は同等ではない｣からであ

る(ｐ55)。

４． 宗教、政治、経済。教会は、社会のあらゆる面

に影響を与えなければならない。なぜなら、「神

は公的な領域、特に文化、社会、経済、そして特

に政治的面に位置を占める」からである(p56)。

５． 法律を強要する権力。この「政治的権威」

は、世界中にその法律を強要する「本物の権

威」を持たなければならない(p67)。

News

オバマ大統領と

　法王ベネディクト16世の

　　　　会見の意味
オーストラリア版「アンカー」2009年

10-12月号より

オバマ大統領と法王ベネディクト16世の会見の意味  　 



18

● 　上記の十項目は、一つ一つが黙示録13章と預言者Ｅ.Ｇ.ホワイトの驚くべき成就ではないだろうか？

●　変革を叫んで大統領になった前代未聞の黒人

大統領、オバマは、前大統領ブッシュの発言を

いよいよ実行するようだ。ブッシュ前大統領の

発言は、｢龍のように物を語」る(黙示録13:11)ま

でには至らなかった。「『国家が物を言う』と

は、その立法および司法権の活動のことであ

る」(大争闘下161)。日曜休業令はいよいよ近づ

いているのではないだろうか?

●　愛国者法の制定―2004年10月2日

　　｢大統領は、あらゆる非常事態において、神の

もとにあるアメリカ市民の国家の遺産を保証

するために必要ないかなる道徳的法令をも発布す

るであろう。『万人のための自由と正義とともに、

神のもとにある１つの国』というのが我々の忠誠の

誓いではないか？｣　※大統領は、議会を通さな

いでも緊急令を出すことができるのである。

６． 売買のコントロール。この新世界支配の権力

は、政府が富を分配する社会的方針を制定す

るであろう。

７． 労働組合の復活。労働組合は新世界秩序にお

いて「決定的な役割を果たす」権力が与えら

れなければならない（p23）。

８． 教会の目標。法王ベネディクト16世はこの勅書

は、「宇宙的神の都」を建設するため、「人

類家族の歴史の目標」を達成する助けとなる

(p7)。

９． 宗教自由の再定義。「国家の政治に干渉」しない

と主張するものの、法王は、ローマ教会によっ

て定められる霊的価値、法律に世界は従う意

味の「自由」と再定義している(ｐ９)。

10.　霊魂不滅。霊魂は不滅であるという非聖書的信

条は、法王の議題であることが確実になった。 

「人間は、…神によって不滅の霊魂を与えられ

た神の被造物である(p29)。

｢法王の富の分配と彼の『真の博愛（Charity in 

Truth)』は、去年オバマの選挙活動に多く見られ

たものと同じ議題である。その結果、ホワイトハ

ウスは、ローマのインサイダー(内情に詳しい者た

ち)が、ホワイトハウスに対するアドバイスをこの

ように表現している：

『聖下(法王)の勅書は、ホワイトハウスの感動

(熱意)のレベルを上げた。なぜなら、この二人の経

済感は同じであることを感じないではいられないか

らである。…教皇の人類の問題に経済を中心におい

ていることは、オバマの選挙活動のテーマを強く反

響していて、オバマはそれを実行しようとし

ているからである』」と（Dan Gilgoff, Obama’s Most 
Important Catholic Adviser, U.S./New & World Report, 
July 10, 2009）。

これが最新のニュースである！

終わりは我々が考えたより近いかもしれない。

ブッシュ大統領の言葉

｢真に偉人の一人､ヨハネ･パウロ２世に栄誉を与える最
上の方法は、彼の教えをまじめに受けとめ､彼の言葉
を聞き、彼の言葉と教えをこのアメリカにおいて
実行に移すことである。」パトリシア・ザポアカトリッ
クニュースサービス 2001/3/24

｢時々、私は聖なる父の

御前にいるときのことをど

う表現したらいいか詩的

な才を持ち合わせていな

い。それは、心ゆすぶられ

る経験である。タイムズ誌

2007-6/25、ブッシュの言葉

は、その立法および司法権の活動のことであ

る」(大争闘下161)。日曜休業令はいよいよ近づ

非常事態において、神の

米国とバチカンの聖なる同盟
婚約成立！

｢アメリカは１９８４年１月１０日に完全な外交
関係を樹立し､１世紀もひそかに続けてきた
求婚を完了した」。ニューズウイーク 

　  オバマ大統領と法王ベネディクト16世の会見の意味
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● 労働組合

　　「労働組合は、この世界が始まって以来かつてなかったような悩みの時をこの地球にもたらす代理

機関の一つである。」―手紙200、1903年

　　「世界中の労働組合と連盟は、我々にとって罠である。兄弟達よ、それらから離れていなさい。一切

関わりを持たないようにしなさい。これらの労働組合と連盟のために、やがて町での我々の施設の

仕事は、大変困難なものとなるであろう。私の警告は、『町から逃れよ・・・』である。病院を町に建

ててはならない。」―世界総会公報―1903年4月6日

　オバマ氏、労組強化の大統領令、前政権の政策転換　

【朝日新聞 2009/01/31】　　http://www.asahi.com/international/update/0131/TKY200901310047.html

【ワシントン＝西崎香】オバマ米大統領は30日、労働組合の活動を支援する大統領令を出した。企業

寄りが批判されたブッシュ前政権下での政策を転換し、労働政策を大きく見直す方針だ。勤労者ら中

流・低所得層の生活水準を引き上げる政策を進めるための政府委員会も発足させた。 

労組支援では「労働者組織に対する過去８年間の政策の多くを転換させる必要がある」と宣言。手始

めに、連邦政府の公共事業に参加する企業に対し、社内で労組の活動をしやすくするよう定めた大統

領令に署名した。 

「労働運動は『問題』ではなく『解決策』の一部だ。強い労働運動がなければ強い中産階級も得られ

ない」と強調。選挙中に労組支持を得た大統領は、労組が企業内で組織化を進めやすくなる法律の重

要性を訴えてきた。議会で関連法案を審議する見通し。ただ、経済界や野党共和党は警戒感を強めて

おり、政策論争が激しくなりそうだ。 

オバマ大統領は、この日発表された昨年10～12月期の米経済成長率の落ち込みについて「勤労家庭の

大難が続いている。雇用創出の必要がある」と述べ、「中流勤労家庭を支える対策委員会」の設立を

発表。バイデン副大統領が担当し、成長産業の振興や教育・職業訓練を取り入れ、環境関連の「緑の

雇用」も増やす計画だ。

世界の労働組合

【サービス従業員国際労働組合】Service Employees International Union:SEIU 

ＳＥＩＵは、アメリカ、カナダ、プエルトリコに組合員を有する米国最大の労組で、アメリカ全体の労

組組織率が低下しつづけている中で拡大を続け、組合員数は現在190万人に達している。組織する職種

は100を超えるが、構成組合員の50％を占めるのは病院、介護施設、診療所、自宅ケア等で働く医療関

係の労働者である。また、公共サービスに働く公務員、ビル管理サービスの清掃労働者など多岐に渡

る。女性が多数を占め、移民労働者も多く、アフリカ系アメリカ人は組合員全体の20％である。300以

上のローカルと25の州評議会がある。

オバマ大統領と法王ベネディクト16世の会見の意味  　 
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なぜ、こんな手のサイン？
秘密結社、イエズス会→イルミナチ→フリーメイソンの

サインなのに！

このサインのもとに地の王たちは結集するのか？

↑前イエズス会総長
　コルベンバッハ

↑クープランド↑ベニー・ヒン

↑カリスマ伝道者たち↓

↑ビートルズ

　  なぜ、こんな手のサイン  　 
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なぜ、地の王たちは、必ず黒衣を

着て法王と謁見するのであろうか？

バチカンの外交儀礼になっている。

彼らが法王の上位を認めている証拠だそうだ。

何のために献堂されて
いるか？
プロテスタントアメリカに
おいて教会の教えを広め
るために!
我々はここを合衆国のリ
トルバチカンとして見てい
る。
（ヨハネパウロ2世、Review 

Tribune, March 3,2001）

　  地の王たち　　
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聖書に見る礼拝と音楽の原則

賢者への言葉

音楽と礼拝の問題を、神の言葉と関連づけて考え

てみたいと思います。神の言葉から最高の知恵が得

られると信じるからであります。ご存知のように、

今日、礼拝と音楽の問題は、大きな論議を呼んでい

ます。そして、聖書の誤った解釈が、どうやら論争

の大きな要因となっているようなのです。礼拝と音

楽の問題について、聖書は本当に何を教えているの

でしょう。使徒行伝17章に、ベレヤのユダヤ人につ

いてこう記されています：

「ここにいるユダヤ人はテサロニケの者たちより

も素直であって、心から教えを受け入れ、果たして

その通りかどうかを知ろうとして、日々聖書を調べ

ていた」（使徒17：11）。

セブンスデー･アドベンチストとして私たちが信

じているすべての事柄は、神の言葉に根拠を置いて

いますよね。その事が信じられない人は、セブンス

デー･アドベンチストではいられないはずです。で

すから私たちは、すべての教理を神の言葉で実証で

きなくてはいけません。そして〔神への〕礼拝、す

なわち私たちの宗教経験の本質的な部分に関する私

たちの教理も、神の言葉に根拠を置いていなくては

ならないのです。もしそれができなければ、私たち

はみことばに基づいた民とはなり得ないのでありま

す。セブンスデー･アドベンチストの重要教理であ

る安息日や死者の状態などに関する聖句についても

同様でありますが、文脈から外れて読めば、神が本

当に教えておられることとは全く反対の教理を導き

出すこともあり得ます。礼拝と音楽についても、そ

れらについて述べられている聖句を正しく読めば、

そこに教えられている事柄と教えられていない事柄

とを見極めることができると思います。初めに、ア

モス書５章21－23節を読んでみましょう。おそらく

アモス書が書かれた時代は、イスラエルの子らにと

って最も暗い時代であったと言えるのではないでし

ょうか。次から次へと背教が起こりました。人々は

神から遠のいてしまいました。互いの愛情は冷えき

っていました。大多数が自己中心になっていて、他

者のことを思いやらなくなっていました。当時、神

の礼拝に、異教の哲学、思想が混ぜ合わされてしま

いました。アモスはここで、イスラエルの子らに対

する神のお告げを記しています。

「わたしはあなたがたの祭りを憎み、かつ卑し

める。わたしはまた、あなたがたの聖会を喜ばな

い。たといあなたがたは燔祭や素祭をささげて

も、わたしはこれを受け入れない。あなたがたの

肥えた獣の酬恩祭はわたしはこれを顧みない。あ

なたがたの歌の騒がしい音をわたしの前から断

て。あなたがたの琴の音は、わたしはこれを聞か

ない」（アモス５：21－23）。

ここで神がイスラエルの子らに述べておられる御

言葉は、礼拝行為に関するものでした。ご自分に捧

げられた犠牲の供え物や音楽は、神にとって極めて

不快なものであると言っておられます。明らかに、

イスラエルの子らが神に捧げていたこれらの〔礼

拝〕行為の何かが間違っていたと言えましょう。彼

らは背教して異教の礼拝にのめりこんでいたにもか

かわらず、なおも自分たちは神を礼拝していると考

えていたのです。なぜなら神が、「たといあなたが

たは燔祭や素祭を〔わたしに〕ささげても、わたし

はこれを受け入れない」と言っておられるからで

す。どうやら、神を礼拝するのに、正しい方法と間

Music

ブライアン・ニューマン（Amazing Discoveries）ＤＶＤより

翻訳　砂川　満

聖書に「鼓と踊りをもって主をほめよ」という言葉がある（詩150：1,4）。このような聖句は現

代のセレブレーション礼拝を支持するものだろうか。どのように解釈すればよいのだろうか。

ニューマン氏のメッセージは時にかなったものと思う。

　  賢者への言葉　 
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違った方法があるようです。アモス書のこの聖句

は、その事を明示しているものの典型ではないでし

ょうか。神のおっしゃるところによると、何らかの

原因で、彼らの行為が神にとって極めて不快なもの

となっているのです。そこで私たちが自問すべきな

のは、今日でも正しい礼拝方法と間違った礼拝方法

があるのだろうかということです。では、別の問い

かけをいたしましょう。私たちがどのように礼拝す

べきかを決めるのは、いったい誰なのでしょう。私

が神の御前に出て、神を礼拝し、御名を賛美するに

あたって、そのやり方を礼拝する側の私が決めて良

いのでしょうか。それとも礼拝される側の神が、ど

のようにそれがなされるべきかを決めるのでしょう

か。その答えが分かれば、今日私たちが直面してい

る礼拝と音楽に関する問題そのものを解く重要な鍵

を見つけたことになります。礼拝の方法を決めるの

が神であることが分かれば、しばしば自分勝手な見

解や好みに左右される人間の知恵から離れ、神に向

かって、「主よ、あなたが私たちに望んでおられる

礼拝とはどのようなものですか？」と問いかけるよ

うになることでしょう。

音楽の問題について、聖書は決して沈黙していま

せん。創造の直後のことが、ヨブ記に描かれていま

す。「かの時には明けの星は相共に歌い、神の子た

ちはみな喜び呼ばわった」（ヨブ38：7）。神の創造の

みわざを見て、天使や他世界の住民らは、音楽をも

って神を賛美したわけです。

聖書を読んでいくと、神の民の歴史上、特に重要

な出来事において、常に音楽は極めて重要な役割を

果たしていたことが分かります。例えば、出エジプ

ト記15章において、紅海を横断した直後、エジプト

軍との闘いに勝利したのを祝して、音楽が演奏され

ました：

「そのとき、アロンの姉、女預言者ミリアムはタン

バリンを手に取り、女たちも皆タンバリンを取っ

て、踊りながら、そのあとに従って出てきた」（出

エジプト15：20）。

詩篇においては、ダビデが感謝や喜びや疑いの

気持ちなどを歌で表現している様子が記されてお

り、無論、礼拝でも音楽が重要な位置を占めていま

した。ルカ19章には、イエスがロバの子に乗ってエ

ルサレムに入場されたとき、弟子たちが声高らかに

神を賛美したと書かれています(37節)。イザヤ35章

10節を読むと、贖われた者たちが歌つまり音楽をも

って彼らの喜びを表すとあります。また、ゼパニヤ

書には次のような聖句もあります：「あなたの神、

主はあなたのうちにいまし、・・・あなたのために

〔歌をもって－欽定訳〕喜び楽し」まれる（ゼパニ

ヤ３：17）。いつの日か、私たちは天使たちの合唱を

聴く特権にあずかるでしょう。さらに、ガラスの海

の上に立ち（黙15：２―欽定訳）、天の聖歌隊の一員

として、モーセの歌と小羊の歌を歌う特権にあずか

るならば、喜びもひとしおでありましょう。そして

さらに、創始者であり完成者であられるお方、アル

ファでありオメガであり、初めであり終わりである

お方が、贖われた者たちのために喜びの歌を歌われ

る声を聴くことは、最高の特権また祝福となりまし

ょう。

天地創造前のことになりますが、ルシファー自身

も天の聖歌隊の指揮者でありました。後にこの世界

に投げ落とされましたが、彼は私たち人間の思いに

侵入して働きかけ、心を変えて神から離れさせる作

用のある音楽を熟知していました。では、ルシファ

ーが同様の目的で用いる音楽が今日も存在するでし

ょうか。「人類のあけぼの」に、音楽のもともとの

目的が書かれています：

「音楽は聖なる目的のために用いられ、清く、気

高く、高尚なことに人の思想を高め、魂のうちに、

神への献身と感謝の念を起こさせた。こうした古

代の習慣と、現在音楽が〔あまりにも〕しばしば用

いられている方法との間には、なんと大きな相違

があることであろう」（あけぼの下256－257）。

ここに述べられている「聖なる目的」というの

は、聖書を読めば、神への礼拝、賛美であることが

分かります。私たちの日常生活において、音楽を用

いるべきではないということではありませんが、日

常生活においてすら、「飲むにも食べるにも、また

何事をするにも、すべて神の栄光のために」するこ

とが求められているわけですね（Ⅰコリント10：31）。

ここで質問です。神は、ご自分の民の経験におい

て、音楽の使用を認めておられるでしょうか？もち

ろん、認めておられます。事実、聖書の最も長い書

は歌の歌詞で構成されています。詩篇や他の多くの

書において、神は明らかに人性の芸術的な側面を支

持しておられます。詩歌の形で真理を表現すること

を神は認めておいでになり、与えられた賜物を私た

ちが鍛錬し、洗練させるとき、神は栄光をお受けに

なるのです。

さらなる質問です。これまで提示された証拠をか

んがみると、私たちがどのように神を礼拝すべきか

について、神ご自身がこだわりをお持ちだというの

賢者への言葉　　
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は、理にかなった考えでしょうか？逆にこのような

考えもありますね。私たちがいかなる音楽や服装、

また礼拝方式でもって神に近づこうが、心をご覧に

なる神は、無条件で私たちを受け入れてくださる。

これは正しいでしょうか、それとも間違った考えで

しょうか。確かに神は心をご覧になるお方であり、

無知を大目に見られることもあります。しかし、人

はクリスチャン経験を重ねるにつれて成長すべきで

あり、神は私たちの成長に応じて、段階的に真理の

光を注いでくださいます。さらに私たちの生涯は、

受けた光に従うことによって成長の一途をたどるの

であります。礼拝と音楽の問題も、同様の原則が当

てはまると考えられます。

次に申命記12章から、興味深い聖句をいくつか紹

介していきたいと思います。古代イスラエル人が荒

野で生活していた頃、神は礼拝についても、彼らの

なすべき方法となすべきでない方法を教えられまし

た。今日の私たちにも当てはめられる教えである

と、私は考えています:

「あなたがたは、あなたがたの神である主を、彼ら

〔異教徒たち〕のやり方で礼拝してはならない」 

（申命記12：４）。

神は、ご自分の民が主を礼拝するか否か、あるい

はどの神を拝むかを気にしておられただけでなく、

異教徒らが彼らの神々を拝んでいた方法で主を礼拝

してはいないかということも気にしておられたよう

であります。次に、同じ章の後半部から読みます：

「あなたは自ら慎み、彼らがあなたの前から滅ぼ

された後、彼らに倣って、罠にかかってはならな

い。また彼らの神々を尋ね求めて、『これらの国々

の民はどのようにその神々に仕えたのか、わたしも

そのようにしよう』と言ってはならない。あなたの

神、主に対しては、そのようにしてはならない」 

（申命記12：30－31）。

これらの聖句を踏まえての質問です。神の民がど

のように主を礼拝すべきかを決めるのは神ご自身で

しょうか、それともそれは民に任せられているので

しょうか？決定権は誰にありますか？神ですよね。

申命記12章にそのガイドライン〔指針〕が示され

ているわけです。世に出て行き、世の人々を見て、 

「彼らのやり方が気に入った。あのやり方を私たち

の教会にも取り入れよう」と言ってはならないと、

神は教えておられるのです。あるいは、別の理由が

挙げられるかもしれません。「私たちの礼拝形式

を、もっと一般受けのするものにしよう」。または、

「未信者の気に入るようなやり方で礼拝し、世の人

々がもっと教会に来やすくなるようにしよう。その

ためには、世の人々が好むスタイルの音楽を教会に

取り入れなければ」といった具合にです。もしその

ようなアイディアを実践したならば、いつしか世俗

が礼拝式全体を支配するようになることでしょう。

世の方法に倣って礼拝を行うならば、それが当然の

結果となるわけです。ですから、前の質問に戻るこ

とが極めて重要になります。礼拝方式は神によって

決められるのでしょうか、それとも人が決めるので

しょうか？証の書の言葉を一つ紹介します：

「地上の聖所の神聖さから、クリスチャンたち

は、主がご自分の民と会われる場所をどう考えた

らよいか〔どのようにみなすべきかを〕学ぶこと

ができます。・・・昔の人々が、聖なる礼拝のうちに

神にお会いする聖所に対して持っていたような崇

敬の念は、ほとんどなくなってしまっています。し

かし、神ご自身が、礼拝の秩序を与えられ、それを

この世の何ものにもまさって高められたのです」

（家庭の教育589－590）。

繰り返しになりますが、礼拝の秩序をお与えにな

り、民がどのように礼拝すべきかを決めたのは神で

ありました。興味深いことに、神は「それをこの世

の何ものにもまさって高められた」とあります。現

代においても言えることですが、古代イスラエルの

時代にも、神の民が背教したときには決まって、礼

拝の秩序がこの世のレベルにまで低められました。

私たちがどのように礼拝すべきかを決めるのは、いったい誰なのでしょう。・・・

礼拝の秩序をお与えになり、民がどのように礼拝すべきかを決めたのは神でありました。

　  賢者への言葉　 
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そうなると、私たちが日常生活において経験する俗

事と、教会での宗教経験の間には、何の違いもなく

なります。ですから、私たちが教会で神にささげる

礼拝は、日常の俗事とかけ離れた特別なものでなく

てはならないのであります。ついでに、聖書をさら

にひもといて、イスラエルの子らの礼拝経験につい

てもう少し学んでみましょう。歴代志下の29章を読

むと、神が礼拝全体をつかさどるお方であるという

真理を確立する御言葉に出くわします。ヒゼキヤ王

は、神の民を正しい礼拝形式へと戻すことに尽力し

ていました。

「王はまたレビびとを主の宮に置き、ダビデおよ

び王の先見者ガドと預言者ナタンの命令に従っ

て、これにシンバル、竪琴および琴をとらせた。こ

れは主がその預言者によって命じられたところで

ある」（歴代下29：25）。

レビびとが宮に配置されたことや、彼らに楽器が

持たされたことまでも、すべて預言者を通して主が

命令なさったことでした。この点について、聖書の

証拠は反論の余地がありません。聖書によれば、神

の民がどのように礼拝すべきかを決めたのは、神ご

自身でありました。さらに、聖所の研究をするなら

ば、礼拝と音楽に関する貴重な教訓も学ぶことがで

きます。聖所の務めを行った人々はレビびとの中か

ら選ばれたわけですが、宮で音楽を演奏した人々も

同様に皆レビびとでした。ダビデの治世に宮で賛美

を担当した人の数まで記録されています。

「四千人は門を守る者となり、また四千人はさん

びのためにわたしの造った楽器で主をたたえよ」

(歴代上23：５）。

この聖句から、現在の状況と経験に当てはめて、

今日の私たちは何を学ぶことができるでしょうか。

教会では、牧師や長老だけが礼拝の音楽を担当すべ

きであるということではありません。しかしなが

ら、礼拝において会衆の賛美をリードし、神にささげ

る音楽を演奏した人たちは、神にささげられた〔聖別さ

れた〕人たちでした。事実、イスラエルの民全体が、

特別な大義のために特別に選ばれ、聖別された人た

ちの集合体であったわけです。彼らは、神のための

特別な働きを遂行するために、世から分離させられ

たのでした。そして特にレビびとは、主の聖職にあ

ずかる者として聖別された人たちであり、無論、礼

拝の音楽を担当した人たちもその中に含まれていま

した。ですから神にとっては、礼拝式を受け持った

人たちが、神との密接な関係を保っていることが重

要でありました。最も大事な点ですね。今日も、礼

拝と賛美をもって主の御前にやってくる人たちが、

神との密接な関係を築いていなければ、霊とまこと

とをもって主を礼拝することは、実質上できないの

です。それこそ、礼拝をささげるにあたっての第一

の必要条件であります。神との関係を築いていなけ

れば、神についての観念は自己とその欲求に基づい

たものとなり、従って、霊とまこととをもって神を

礼拝することは不可能になるわけです。興味深いこ

とに、特に最終時代の神の民は「王族の祭司」と呼

ばれています（Ⅰペテロ２：９欽定訳）。私たちは、神

のみかたちを反映する祭司として、王なる主から聖

別されるのです。そして、神のみかたちは私たちの

ささげる礼拝においても同様に反映されるようにな

るのです。なぜならそれは、この世の何ものにもま

さって高められるようになるからであります。

また、聖所で音楽を担当した人たちは、自分の好

みの音楽を勝手に演奏したわけではありませんでし

た。彼らは、楽器や声でもってどのように礼拝すべ

きかについて明確な指示を受けていました。歴代志

上25章からお読みします：

「これらの者は皆その父の指揮の下にあって、主

の宮で歌をうたい〔音楽を奏で―欽定訳〕、シン

バルと竪琴と琴をもって神の宮の務めをした」

(歴代上25：６）。

これまで紹介した二つの聖句の中に、常に聖所の

礼拝で用いられた三種類の楽器が記されています。

シンバルと竪琴と琴でした。この事には少し後で触

れますので、一応、これら三種類の楽器を念頭に置

いてください。今度も、歴代志からお読みします：

「レビびとの氏族の長であるこれらの者は歌うた

う者であって、宮のもろもろの室に住み、ほかの

務めはしなかった。彼らは日夜その務めに従事し

たからである」（歴代上９：33一部欽定訳）。

この聖句から分かるように、彼らは音楽の働きに

全くささげられた人たちでありました。今日に当て

はめるならば、賛美歌礼拝のソングリーダーであ

れ、礼拝の特別賛美歌であれ、私たちのささげる賛

美、音楽は、最善のものでなければならないという

ことではないでしょうか。

もう一つ、歴代志からお読みします：

「ダビデと軍の長たちはまたアサフ、ヘマンおよび

エドトンの子らを勤めのために分かち、琴と、竪琴

と、シンバルをもって預言する者にした」（歴代上

25：１）。
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歴代志を読むと、聖所の務めに用いられた楽器と

して、いつでもシンバルと竪琴と琴が言及されてい

ます。実は、もう一つだけ言及されている楽器があ

るのですが、それについては後で説明致します。今

回私が礼拝における音楽について語り、聖所の務め

に用いられていた楽器を取り上げた趣旨は、今日の

私たちもこれらの楽器だけを礼拝に用いるべきであ

る、と申し上げるためではありません。しかしなが

ら、イスラエルの子らは他にも様々な楽器を使用し

ていたことを示す聖書の記述を引用して、今日教会

で演奏されているどんな音楽でも正当化しようとす

る人たちがいるので、ここでは、礼拝における楽器

の使用についての誤りを指摘すると同時に、別の視

点を紹介したいと考えているわけです。

先ほどから、シンバルと竪琴と琴が聖所で用いら

れたことについて話していますが、ご存知のよう

に、竪琴と琴は弦楽器でありまして、どちらも似た

ような外見をしていました。地上の聖所は、一つひ

とつの備品を含め、すべてが天の聖所の型つまり模

型であり、贖いの計画における現実の事柄〔実体〕

を表していたことはご存知ですよね。しかし当時、

聖所で用いられていた楽器もまた、天の聖所の象徴

あるいはコピー〔複製〕であったという事実には、

ほとんどの人が気付いていません。天の聖所で天使

たちが賛美の合唱をささげるとき、伴奏に使われる

楽器は何でしょうか？竪琴〔ハープ〕ですね。つま

り、弦楽器であります。弦楽器というのは、弦をは

じいて鳴らす楽器であり、和声的に人間の声と非常

に相性がいいと言われています。故に、弦楽器はし

ばしば伴奏に用いられます。勿論、天国のハープは

地上のよりもはるかに豪華で音色も美しいはずです

が、地上のハープは何らかの点で天のものに類似し

ていると考えられます。同様に、聖所ではシンバル

も用いられました。シンバルの記述は、詩篇や他の

多くの箇所で見られます。通常シンバルは曲の拍子

をとり、特に、曲が盛り上がるところで盛んに用い

てクレシェンドを導きます。レビびとが聖所で用い

たもう一種類の楽器は、ラッパ〔ホルンやトランペ

ット〕でした。地上の聖所において、通常ラッパ

は、祭りや礼拝などの特別な行事、出来事を告げる

のに用いられました。つまり、布告の手段でありま

した。時には歌や他の楽器と一緒に用いられること

もありましたが、ラッパを吹き鳴らす主な目的は、

あくまで民衆に告げ知らせるためでした。聖書の中

で、ラッパが天で用いられているときの記述を読む

と、やはり同様の目的で用いられていることが分か

ります。コリント人への第一の手紙とテサロニケ人

への第一の手紙に描写されていますが、キリストの

再臨の時に、その出来事を告げ知らせるのに使われ

る楽器は何でしょうか？ラッパですね。ヨハネの黙

示録には七つのラッパについての預言があり、ラッ

パが吹き鳴らされて、各々の事件を布告していま

す。

次に、イスラエルの子らによって用いられたもう

一種類の楽器について述べたいと思いますが、この

楽器が聖所で用いられることはありませんでした。

聖所でも用いられていたと主張する人たちもいます

が、決して用いられてはいなかったことを聖書から

証明していきます。この楽器は、イスラエルの経験

において、合法的に用いられることがありました。

何の楽器でしたか？ドラム〔太鼓〕やタンバリンと

いった類の打楽器です。従来のものは、今日のドラ

ムやタンバリンとは多少異なっていました。手に持

ってたたく楽器でした。では、ここで尋ねるべき質

問は、この楽器がいつ、どこで、どのように用いら

れたかということであります。まず強調しておきた

いのは、この楽器を用いるのは合法〔正当〕であっ

たということと、ドラム自体は邪悪な楽器ではない

という点です。そして、神はどのような場合にその

楽器の使用を正当化なさったのかを知ることができ

れば、今日の状況に正しく当てはめることができる

わけです。

では、ドラムが用いられた例を、聖書のどこに見

出すことができるでしょうか。ちなみに聖書の教理

は、提示の仕方で正反対の見解を説くことも可能で

すね。例えば、一見、霊魂不滅説を正当化している

ような聖句もあるわけです。実際に、聖書の中の一

節だけを使って、神の教えとは全くかけ離れた宗教

を作り出すこともできます。音楽についての聖句を

見ていくにあたり、礼拝にまつわる明確な指示や教

えを与えている聖句もあれば、単にイスラエルの子

らの経験を物語っている聖句もあれば、礼拝に関す

る教えとは無関係な聖句もあります。そういった部

類分けをしたいと思うのです。特に、ドラムの使用

について見ていきます。正しい聖書解釈法を用い

て、聖書的分析を行っていきましょう。最初の部類

から見ていきます。

１．ラバンが言及した(送別の)手鼓―創世記31：27

逃げ出したヤコブに追いついたラバンが、ヤ

コブに向かって、出て行くなら出て行くと言

ってくれれば、手鼓や琴を演奏して祝ってあ

げたのに、と愚痴を言っているわけです。さ

て、この聖句から礼拝についての教義を引き

出すことができるでしょうか。いいえ、これ

は礼拝とは関係のない出来事です。

２．地が荒廃して静まった鼓の音―イザヤ24：８

これもまた、礼拝とは全く無関係の記述で

す。
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３．ルシファーの鼓―エゼキエル28：13

これは、神学者の間でも論議を呼んでいる聖

句でありまして、日本語の聖書では、楽器と

して訳されてもいません。いずれにしても、

礼拝とは無関係の記述です。

４．イスラエルの回復―鼓―エレミヤ31：４

５．手鼓やその他の楽器を演奏している預言者た

ちに会うサウル―サムエル上10：５

サムエルがサウルに油を注いだ後、しるしの一

つとして、預言者の一団に会うと述べたところで

す。預言者たちは、手鼓やその他の楽器を演奏して

いました。これはイスラエルの子らの経験の一つで

あり、現代に字義通りの適用を加えることはできま

せん。この状況や描写を経験上知る由もない私たち

が、この聖句から何らかの教義を引き出すことは、

危険であると言わざるを得ません。

上の五項目を、無作為という部類に入れたいと思

います。なぜなら、これらの聖句は、礼拝について

の特別な教義を与えてはいないからです。

次の部類に入れられる聖句は二つだけです。

１．イスラエルの偽の礼拝―鼓―イザヤ５：12

２．エルサレムに契約の箱を持ち込もうとしたダ

ビデの第一の試み―手鼓―歴代上13：８

興味深いのは、偽の礼拝という背景でドラムが用

いられていたことと、エルサレムに契約の箱を持ち

込もうとしたダビデの第一の試みは、〔第二の試み

とは異なり〕神の意思に反していたという点であり

ます。これら二つの聖句は、神の指示に反した不従

順の例と言えるでしょう。

三つ目の部類に進みます。

１．紅海の横断―出エジプト15：20－21

紅海を渡った後、ミリアムや他の女たちが、

勝利の喜びのあまり、タンバリンを取って踊

りました。よく知られている箇所です。

２．戦いに勝利したダビデとサウルをたたえる女

たち―サムエル上18：６－８

女たちが手鼓を持って踊りながら「サウルは

千を撃ち殺し、ダビデは万を打ち殺した」と

言ったために、サウルのねたみを引き起こし

ましたね。

３．エフタがアンモンを打ち破った後、鼓と踊り

で彼を出迎える娘―士師記11：34

エフタは、もし戦いに勝ったら、家で最初に

自分を出迎える者をはん祭としてささげると

いう誓願を立てていました。何と、最初に彼

を出迎えたのは、彼の娘でありました。彼は

その誓いを果たさねばなりませんでしたが、

実際に祭壇で娘をいけにえとしてささげたわ

けではありませんでした。文脈と証の書をよ

く読めば、娘は主の御用のために生涯聖別さ

れたということです。生涯結婚することな

く、処女であり続けたわけです。とにかく、

ここで留意したいのは、戦いの後に、エフタ

の娘が鼓と踊りで彼を出迎えたという点で

す。

４．アッシリアとの主の戦い―鼓―イザヤ30：32

５．戦いの歌―手鼓―詩篇68

６．鼓と踊り〔ダンス〕―詩篇149,150

ここでまた質問です。これまで紹介したすべての

聖句に共通するものは何でしょうか？これらすべて

は、旧約聖書の聖句であるということです。いかな

る状況、背景であれ、ドラムの使用に関する聖句は

新約聖書の中に一つもありません。旧約聖書に記さ

れているこれらの聖句は、私たちに何を示し、教え

ているのでしょうか。また、三つ目の部類の中で共

通するものは何でしょうか？戦闘です。ところで、

これらの聖句は、現代の教会においてダンスやドラ

ムの使用を正当化するのにしばしば用いられていま

す。しかし私たちは、自分たちの立場や行為を正当

化するにあたり、聖句を正当に用いているでしょう

か。これらの聖句においてドラムが用いられている

のは、世俗的背景つまり戦争という特別な状況下で

ありました。そして常に戦いの勝利と関係していま

した。もう一つ確認したいのは、誰がドラムを演奏

していたかという点であります。常に女性でありま

した。女性が聖所で音楽を演奏することがありまし

たか。いいえ、女祭司というのはいませんでした。

故に、これらの事件は聖所で起こってはいませんで

した。また女性がドラムを演奏した理由は、通常男

性は戦いに参加していたからでした。男たちが戦い

に勝利して帰ってくると、留守をあずかっていた女

たちが、ドラムと踊りで出迎えたわけです。今日の

私たちが、何千年も前に特別な状況下で行われた事

を取り上げて、現代の状況にそのまま当てはめると

いうのは、私には正当でないように思われます。し

かもその特別な状況というのは、文字通りの戦争で

ありました。新約時代以降、神がご自分の民を戦争

へと駆り立てた記録はありません。聖所でドラムが
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使用されなかったもう一つの理由は、ドラムが異教

徒にとって偶像と化していたからでした。事実、ド

ラムはイスラエルの周辺国の象徴として使われてい

ました。申命記の御言葉を憶えていますか。「あな

たがたは、あなたがたの神である主を、彼ら〔異教

徒たち〕のやり方で礼拝してはならない」（申命記12：

４）。異教徒にとって、ドラムは太陽神という究極

の神格を表していました。ドラムのピンと張った皮

は、臨月の母親の張り詰めたお腹を表しています。

そのルーツはニムロデとセミラミスの時代にまでさ

かのぼります。ニムロデの死後、妻のセミラミスは

不倫の子を宿したときに、太陽神となった夫によっ

て身ごもったと主張しました。そして、その子を太

陽神の生まれ変わりとして神格化したわけです。以

来、ドラムは太陽神を表すものとして崇拝の対象と

なり、偶像化しました。ですから、異教徒の間で偶

像として拝まれていたドラムが聖所で用いられなか

ったという事実は、驚くにあたらないと思うので

す。戦いの勝利という世俗的背景においてドラムを

用いるのは、いたって正当なことでした。が、神聖

な礼拝においてドラムを用いるのは、正当なことと

して認められていませんでした。

今日、礼拝でドラムを用いることを正当化するの

に最もよく使われる聖句が、詩篇149篇と150篇であ

ります。これらの聖句を読む前に、質問したいこと

があります。皆さんが誰かの結婚式の賛美歌を選ぶ

としたら、どの歌を選びますか。結婚式用の賛美

歌として、「命のきずなの断たるる日はあらん・・

・」という歌を選ぶでしょうか。たとえ賛美歌であ

っても、それぞれの状況や場合に合わせて選曲しま

すよね。さて、詩篇はヘブル人の賛美歌集でした。

それぞれの詩篇の背景を知ろうと思うならば、どの

ような言葉が使われているかを見る必要がありま

す。詩篇149編を読んで、どのような背景でこれが

歌われたのか見ていきましょう。

１節：主をほめたたえよ。主にむかって新しい歌

をうたえ。聖徒のつどいで、主の誉を歌え。

聖徒の集いを教会すなわち礼拝の場と考える人

たちがいますが、これは、神の民が集まるいかな

る場所や場合をも網羅しています。

２節：イスラエルにその造り主を喜ばせ、シオンの

子らにその王を喜ばせよ。

３節：彼らに踊りをもって主のみ名をほめたたえ

させ、鼓と琴とをもって主をほめ歌わせよ。

６節：彼らの口の中で神を高らかに讃えさせ、手に

は両刃の剣を持たせよ（欽定訳）。

７節：これはもろもろの国にあだを返し、もろもろ

の民を懲らし、

８節：彼らの王たちを鎖で縛り、彼らの貴人たち

を鉄のかせで縛りつけ、

９節：しるされたさばきを彼らに行うためである。

これはそのすべての聖徒に与えられる誉である。

主をほめたたえよ。

これは結婚式の歌ですか。違いますね。鼓〔ドラ

ム〕が出てくる他の聖句と同様に、この詩篇も戦い

の歌なのです。章内の様々な表現を見れば、戦いの

歌であることは明白です。149編の一部だけをとっ

て今日の状況に当てはめ、礼拝の教義を作り上げる

のは、決して安全でも賢明でもありません。

聖書にはもともと、章とか節といった区分けはな

く、神学者たちの間では、詩篇149篇と150篇はもと

もと同じ歌であったということで見解が一致してい

ます。では、詩篇150篇を見ていきましょう。

１節：主をほめたたえよ。その聖所で神をほめた

たえよ。その力のあらわれる大空で主をほめたた

えよ。

これは問題となり得る聖句です。なぜなら、「そ

の聖所〔礼拝の場〕で神をほめたたえよ」とあり、

同じ章に、「鼓と踊りとをもって主をほめたたえ

よ」とあるからです。ここの文言を理解しなけれ

ば、問題を抱えることになります。復習になります

が、これまでドラムは、戦いまた戦いの勝利という

背景で用いられていました。少なくとも149篇は戦

いの歌であります。ところが150篇に入ると、いき

なり「聖所で神をほめたたえよ」となっているわ

けです。しかし、この箇所は別の見方をすること

ができまして、その見方のほうが正当であると私

は考えています。ところで、聖書には聖所がいくつ

あると書かれていますか。天の聖所と地上の聖所の

二つですね。言うまでもなく、イスラエルの子らが

天の聖所に入ることはできませんでした。では、神

の力のあらわれる大空とはどこのことでしょう。原

語であるヘブル語によると、大空とは神が住まわれ

る場所のことであります。神が住まわれるのは地上

の聖所ですか、それとも天の聖所ですか。ここで述

べられている大空とは、神の政府の中枢のこと、言

い換えれば御座のある場所のことであります。つま

り、神の力のあらわれる大空とは、天の聖所のこと

であります。結局、詩篇150篇の１節は天の聖所に

ついて述べている聖句ですから、この聖句に基づい

て現代の礼拝の教義を確立させることはできないの

です。当時、イスラエルの子らは周辺諸国と戦闘を

交えることがありましたが、それらの戦争は神の指

　  賢者への言葉　 



29

示の下でなされました。御旨に逆らって勝手に戦争

を仕掛け、敗北を喫したこともありましたが、天の

指示に従っている限り、それは主の戦いであり、主

がイスラエルに勝利を与えられたわけです。民が戦

いという特殊な形で主の御業を遂行して成功したと

きに、ドラムが演奏されました。今日でも、ドラム

〔太鼓〕は、軍隊の行進で用いられる主要な楽器で

あり、いにしえから現代に至るまで戦闘の楽器とし

て知られています。もしも私たちが、礼拝における

ドラムの使用は聖書で推奨されていると言って礼拝

に用いるならば、それは全く不適切なことであり、

極めて非聖書的であります。先ほども述べました

が、ドラム自体は邪悪な楽器ではありません。今日

でも、ドラム〔太鼓やタンバリンといった類の打楽

器〕を正当に用いることができます。

では、手をたたいたり、手を高く上げたりするこ

と〔特にペンテコステ派の礼拝ではよく見られる光

景〕に言及している聖句はどうでしょう。礼拝で手

をたたくことについて述べられている聖句は、詩篇

47篇１節だけであります。ここで「手をうち」と訳

されているヘブル語は、必ずしも手をたたくという

意味ではありません。楽器をたたくとか、ラッパを

吹き鳴らすとか、礼拝で共に握手することによっ

て、相手に仕えるという意味があります。手を高く

上げることについてはどうでしょう。会衆が歌いな

がら手を上げ、前後左右に揺らす光景は、わが教会

においてもますます顕著に見られるようになってき

ました。祈りと賛美をささげるときに、聖霊に促さ

れて手を上げる場合もあると思いますので、聖霊の

働きを批判したくはありません。が、聖霊の感動に

よるのではなく、流行と言いますか、群集心理に踊

らされて行っている場合が多いように思われるので

す。周りの人がやっているから自分も、といった具

合です。手をたたくことに言及している聖句は他に

もいくつかありますが、ヨブ記27章23節で手を鳴ら

す行為は、人を嘲る悪い振る舞いであることが分か

ります。哀歌２章15節もナホム書３章19節も同様の

意味合いです。手を上げると訳されているヘブル語

は、字義通りの場合もあれば、比喩的な場合もあり

ます。この言葉を比喩的に捉えると、神への祈りと

嘆願をもって心を高めるという意味にもなり得るの

です。聖句を見ていきましょう。詩篇28篇２節は祈

りの言葉です。63篇４節も祈りです。そもそも、生

き永らえる間手を上げるという表現を字義通りの

意味と捉えることはできません。常に手を上げた

体勢で生活することはできないからです。141篇２

節も祈りです。143篇６節も祈りの行為です。哀歌

３章41節は祈りと悔い改めの行為です。詩篇134篇

１－２節も祈りの行為であります。改めて私が強調

したいのは、聖句の字面だけをとらえて、そこに描

かれている行為を自分の好む事柄に当てはめて、不

適切に正当化すべきではないということです。です

から、私たちが好む行動を正当化するためにではな

く、まず礼拝そのものについての正しい原則を聖書

から学ぶべきであります。なぜなら礼拝というの

は、初めに行為ありきではないからです。礼拝とい

うのは、どれだけ手をたたいたり揺らしたりすべき

か、どれだけの楽器を演奏すべきか、といったもの

ではありません。ややもすると私たちは、外見の形

にこだわりすぎて、礼拝そのものの原則と礼拝の正

しい動機を忘れてしまってはいないでしょうか。

では、次の質問に移ります。神が与えておられる

指示に従っていなくても、動機が正しければ、神は

私たちの賛美と礼拝を受け入れてくださるでしょう

か？先ほども言及した歴代志上の13章を見ていきま

す。エルサレムに契約の箱を持ち込もうとした、ダ

ビデの最初の試みについてであります。

７節：神の箱を新しい車にのせて、アビナダブの

家からひきだし、ウザとアヒヨがその車を御し

た。

８節：ダビデおよびすべてのイスラエルは歌と琴

と竪琴と、手鼓と、シンバルと、ラッパをもって、力

をきわめて神の前に踊った。

現代においても言えることですが、古代イスラエルの時代にも、神の民が背教したときには

決まって、礼拝の秩序がこの世のレベルにまで低められました。私たちが教会で神にささげ

る礼拝は、日常の俗事とかけ離れた特別なものでなくてはならないのであります。

賢者への言葉　　
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９節：彼らがキドンの打ち場に来た時、ウザは手

を伸べて箱を押さえた。牛がつまずいたからであ

る。

10節：ウザが手を箱につけたことによって、主は彼

に向かって怒りを発し、彼を撃たれたので、彼は

その所で神の前に死んだ。

12節：その日ダビデは神を恐れて言った、「どうし

て神の箱を、わたしの所へかいて行けようか」。

14節：神の箱は三か月の間、オベデ・エドムの家

に、その家族とともにとどまった。主はオベデ・エ

ドムの家族とそのすべての持ち物を祝福された。

先ほども述べましたが、この一連の出来事はすべ

て、神への不服従が招いた結果起こったものです。

ウザが契約の箱に触れて死んだ事件だけが注目され

がちですが、そもそもの問題はダビデの不服従に端

を発していました。契約の箱はどのように運ぶ決ま

りでしたか。祭司らがかついで徒歩で運ぶことにな

っていました。ところがダビデは速やかに事を済ま

せようとして、箱を牛車に載せて運ばせたのです。

新品の牛車で運ばせたところを見ると、彼の動機は

悪くなかったかもしれません。そして運ぶ途中で牛

がつまずき、悲劇が起こりました。さらに契約の箱

を運ぶときは、聖所の楽器を用いることになってい

ましたが、ダビデはその決まりにも従いませんでし

た。歴代志上15章をご覧ください。２ヶ月後に行わ

れた、契約の箱をエルサレムに運ぶ二度目の試みで

す。

12節：〔ダビデは〕彼らに言った、「あなたがたは

レビびとの氏族の長である。あなたがたとあなた

がたの兄弟はともに身を清め、イスラエルの神、

主の箱をわたしがそのために備えた所にかき上り

なさい。

13節：さきにこれをかいた者があなたがたでなか

ったので、われわれの神、主はわれわれを撃たれ

ました。これはわれわれがその定めにしたがって

それを扱わなかったからです。」

この聖句は、契約の箱を運ぶ第一の試みに、レビ

びとが加わっていなかったことを示しています。そ

して彼は、前回神の定めに従わなかったことを認め

ています。ですから、契約の箱をエルサレムに持ち

込むための第一の試みが神のご計画に従ってなされ

なかったことは明らかであります。15章を続けて読

みます。

16節：ダビデはまたレビびとの長たちに、その兄

弟たちを選んで歌うたう者となし、竪琴と琴とシ

ンバルなどの楽器を打ちはやし、喜びの声をあげ

ることを命じた。

28節：こうしてイスラエルは皆、声をあげ、角笛を

吹きならし、ラッパと、シンバルと、竪琴と琴をも

って打ちはやして主の契約の箱をかき上った。

今回は、聖所の楽器だけが用いられました。なぜ

なら、二度目にこの作業に携わったのはレビびとだ

けだったからです。最初の試みと比較すると、手鼓

すなわちタンバリンがなくなっています。一度目

は聖所の決まりに従って行われず、二度目は決まり

に従って行われました。先ほどの質問を繰り返しま

す。神が与えておられる指示に従っていなくても、

動機が正しければ、神は私たちの賛美と礼拝を受け

入れてくださるでしょうか？聖書の証拠から、「い

いえ」と答えざるを得ません。もし私たちの動機が

本当に正しく、私たちの心が正しい状態にあるなら

ば、私たちは神のご計画と方法が何であるかを真摯

に尋ね求め、それを行うことでしょう。これこそ、

ダビデが学んだ教訓でした。同様に私たちも、神の

教えを尋ね求めて見出す必要があります。

では、最後の質問です。神への礼拝に関連して、

この聖書的証拠は私たちにとってどのような意味が

あるでしょうか？セブンスデー・アドベンチスト

は、礼拝に関する特有の神学を持つべきでしょう

か？それとも、他教派に合わせるべきでしょうか。

第一に、私たちは礼拝の動機を知る必要がありま

す。神はイスラエルの子らに天の礼拝形式に従うよ

う求められましたが、今日でも、ご自分の民が天の

礼拝形式に従うよう求めておられます。いつの日

か、天国で礼拝をささげるための備えをさせるため

です。礼拝においても日常生活においても、世の習

慣に倣ってそれを実践しているならば、どうやって

天の礼拝や生活に備えるのでしょう。天の聖所にお

ける礼拝の動機と態度については、聖書自体が教え

ています。ここで、礼拝と賛美をささげる四つの主

な理由を挙げます。

　・創造（安息日）

　・神の贖いの計画（イエスの生命という犠

牲）

　・キリストのとりなし（大祭司として）

　・再臨（永遠の救い）

これらの四つは、正しく解釈されるならば、セブ

ンスデー・アドベンチスト特有の教理を形づくるも

のとなります。正しく解釈されているということ

は、完全に聖書にのっとっているということであり

ます。黙示録４章に、天国で行われる式典が描かれ
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ています。これは、キリストが祭司職に就かれるに

あたっての就任式であります。ですからこの式典

は、今回のテーマ全体の根幹に関わるものとも言え

ます。二十四人の長老は、キリストと共によみがえ

らせられた初穂であります。この式典は、将来私た

ちが天国に行ったときに行われる式典〔礼拝〕のモ

デルなのです。長老たちは白い衣を着て、金の冠を

かぶっています。

10節：二十四人の長老は、御座にいますかたのみ

まえにひれ伏し、世々限りなく生きておられるか

たを拝み、彼らの冠を御座のまえに、投げ出して

言った。

11節：「われらの主なる神よ、あなたこそは、栄光

とほまれと力とを受けるにふさわしいかた。あな

たは万物を造られました。御旨によって、万物は

存在し、また造られたのであります」。

長老たちの態度と言葉には、自我の全く含まれな

い謙遜さがうかがえます。次の章ではこのように宣

言しています。

「あなたこそは、その巻物を受けとり、封印を解く

にふさわしいかたであります。あなたはほふられ、

その血によって、神のために、あらゆる部族、国

語、民族、国民の中から人 を々あがない、わたした

ちの神のために、彼らを御国の民とし、祭司とな

さいました」（黙示録５：９－10）。

救いの計画の根幹がここに記されています。天の

聖所における礼拝者たちの動機と態度に着目してく

ださい。全くの無我です。ただひとりのお方に焦点

が当てられます。これが、今日の私たちがささげる

礼拝の特徴となるべきであります。

最後の考察に入ります。礼拝は利己的行為ではあ

りません。自分がそれからどれだけのものが得られ

るかを期待して、礼拝に臨むべきではありません。

これでは、動機が完全に間違っています。また、私

たちの標準が問われるべきではありません。ただ、

神の礼拝計画に従ってすべてがなされるべきです。

私たちは、神の御旨に従って礼拝にやってくるべき

です。神のご計画に服従し、神の絶大な力とその最

高権力を認めるときに、私たちは心へりくだり、聖

なる喜びと賛美を喚起されます。そしてその結果、

一時の感情や興奮を超越した祝福を受けるのです。

真の礼拝とは、利己的な快感や興奮を与えてくれる

ものではなく、霊とまこととをもって行うときに、

純粋な喜びを与えてくれるものなのです。私たち

が、聖書的な動機と態度をもって神の御前に出る者

となれますように。

News

←近づいて

みると、ヨハ

ネ17:21の聖

句が書かれ

ている：「彼

らが一つとな

るためであ

る。」

オーストラリア、クイーンズランド
道路の側に十字架が立っている↓

↑これらの教会が一つになることはイエスの祈りを成就

する事だと思ったのであろう。イエスは真理によって彼ら

を聖別して下さいと祈ったのであるが・・・。

E.G.ホワイトは、1890年に言われた：

｢反キリストを尊敬すべきであろうか？...これこそまさに、

盲目な献身しない者たちが我 を々導こうとしているところ

である。｣―CW95 

←聖公会

←バプテスト教会

←カトリック

　　 ←セブンスデー・アドベンチスト

　　←トゥーリーファミリー教会

　←ユナイティング教会
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この記事はわが教会を非難するために書いている

のではなく、最後の真の教会であることを認識して

擁護するために書いているのである。

確かにＳＤＡ教会には変化が起こってきたのであ

る。それはいつから起こったのだろうか?

1900年初頭、わが教会に大きな震動を与えた背教

のアルファが起きた。非常に惑わされやすい危険な

教えであったが、預言者がいたために難を免れた。

その時、預言者E.G.ホワイトは、次のように言っ

た。

｢わたしは我が民に告げるように命じられた：ある

人達は悪魔が次 と々策略を練って、彼らが思いも

しない方法でそれらを遂行することに気がつか

ない。サタンの代理者は、聖徒を罪人とする方法

を案出するであろう。わたしは今言っておきたい。

わたしが死んでから、大きな変化が起るであろ

う。わたしはいつ召されるかはわからない。しか

し、悪魔の策略に対して皆に警告したい。わたし

の死ぬ前に十分に警告したことを我が民に知って

ほしい。わたしはどんな変化が起きるかは特に知

らない。しかし、サタンが永久化しようとする罪の

すべてに注意しているべきである｣　Ｗ・Ｃ，ホワ

イトによって送られた手紙，Elmshaven,24,1915： 

「1888年再吟味p159」に引用。

ＳＤＡの原則が変えられる

特別な証、シリーズＢ、＃739～40.1903.10（セ

レクテッド・メッセージ１巻204,205ページ）:

｢魂の敵は、セブンスデー・アドベンチストの間で

大改革が起こるべきであるという仮説を持ち込も

うとしてきた。この改革は我々の信仰の柱として

立ってきた教理を放棄し、組織の再編成に従事す

ることで成り立つというものであった。このような

ことが起こったなら、その結果はどうなることで

あろう？　神の知恵によって残りの教会に与えら

れた真理の原則が放棄されるであろう。我々の宗

教が変えられるであろう。過去５０年間にわた

り働きを支えてきた基本的原則が、誤りと見

なされるであろう。新しい組織が確立されるよ

うになる。新しい種類の書物が書かれるようにな

る。主知主義(intellectual　philosophy)のシス

テムが取り入れられるようになる。このシステム

の創設者が都市へ行き、目ざましい働きをするで

あろう。もちろん安息日は軽視されるようになり、

それをお造りになった神も同じく軽視されるであ

ろう。新しい運動を阻止しようと立ちはだかるも

のは、何であっても許されないであろう。美徳は

悪徳にまさると指導者は説くが、神がとりのぞか

れ、神なしでは何の価値もない人間の力に彼らは

頼るようになるであろう。彼らの基礎は砂の上に

立てられ、嵐が吹き荒れると、建物はひとたまり

もなく倒壊するであろう。｣

１SM269-270：｢『生ける宮』の中には、恐るべき異

端のアルファが提示されている。オメガが続い

てくるであろう。そして、神の警告に注意しない人

々がこれを受け入れるであろう。｣

Special Testimonies,Series B, No.2,p16：「惑わ

されてはいけない。多くが偽りの霊と悪魔の教理

に耳を傾け、信仰から離れていく。今我々が直面

しているのは、この危機のアルファであり、オメ

ガは最も恐るべき性質のものである。」

１SM203(1904年)：｢わたしは、しばらくするとオメ

ガが続くことを知っている。そして、わたしは我が

民のために身震いした。｣

スタディバイブル新 458（Letter 55, 1886年）：

｢教会は倒れそうになるかもしれないが、倒れる

ことはない。それはシオンの罪人たちがふるわれ

るまで、殻と尊い麦がより分けられるまで存在す

る。これは恐るべき試練であるが、起こらなけれ

ばならない。」

2009年秋のセミナーの主要ポイント

わが教会に起こる最後の危機！

背教のオメガ

Seminar

金城 重博
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その預言が実現する時が来たのであろうか。

元レビュー・アンド・ヘラルドの編集長、ケネス

・ウッドは「どうして我々はこうなったのか？」と

いう論文を書いた。

｢我が教会員の１人がくれた手紙の中によく表さ

れている：『１９５６年まで教会の教えと理解は

よく統一されていた。我々はみんな同じことを信

じ、教えた。異なった立場を取る者は、なんらか

の危倶の目で見られた。しかし、時代は確かに変

わったのだ。』

教会の歴史を研究する多くの者は、今日の教会の

教理的な分裂の根本的原因は、1950年代半ばの

ウォルター・マーチン、ドナルド・バーンハウスとの

問答と、それに続く1957年の『教理に対する質問

(Questions on Doctrine)』の出版にあると指摘す

る。ある者は、それ以前の1950年のＲ.Ｊ.ウイーラ

ンドとＤ.Ｋ.ショートによって出版された『1888年

再吟味』によると、1888年の使命の拒否に主な原

因があるとする。また、ある者は、ロバート・ブリ

ンズミード（1960年代）による聖所覚醒運動を拒

否したことに今日の神学的混乱の最も大きな原

因があるとする。

私は最初のグループに属すると考える。なぜな

ら、エバンジェリカル（福音主義派）の人たちとの

問答と『教理に対する質問(Questions on Doc-

trine)』の出版が教会内に批評、疑い、不確か

さ、うわさ、指導者への信頼の喪失という風潮を

作り上げたと思っているからである」How We got 
Where We are”Kenneth,H.Wood.P2.

Ｍ.Ｌ.アンデレアセン(1876-1962)は、その当時

の敬神深いトップの神学者であった。「教理に対す

る質問（Questions on Doctrine）」が出版された時、

それは、再臨信仰の土台をゆすぶるものだと次のよ

うに嘆きの警告を発した。(彼は聖所研究の権威者

として知られていた)：

｢指導者たちが偽りの教理を強制し、反対する

者を脅かそうとする危機がこの教団にやって来

た。全く信じられない。何年も据えられてきた土

台を取り除こうとする試みが今なされている。そ

うすることによって成功すると考えている。もし

我々に預言の霊がなければ、今我々を脅かし

ているような健全な教理からの離脱を知るこ

とができないであろう。わが教団を破壊し、ひ

どい傷をもたらすオメガの到来も知らないであろ

う｣“How we got where we are”Kenneth.H..Woodに
引用。Ｐ440.

1957年に「教理に対する質問（QD）」が出版された

時、下記の点において妥協したと言われている:

ｌ.  あがないは十字架で完成した。「最後のあが

ない」｢特別なあがない｣「特別な清め」が姿

を消す。

２．キリストの性質一アダムが罪を犯す前の性質

を取られたと変えた。

３．バビロンと残りの民－ＳＤＡだけが「残りの

民」ではない。

４．律法に服従する必要性と可能性をぼやかし

た。

５．預言の霊の権威を希薄にした。

等々でＳＤＡは「カルト」ではなく、キリスト教

仲間であると認められた。それ以後「十字架ですべ

ては終わった」というムードが教会にみなぎる。

特に第１の「最後のあがない」「特別なあがな

い」「特別な清め」は、ダニエル8:14 から発見(発

掘)されたセブンスデー・アドベンチスト－再臨信

仰の土台、基礎、中心的な柱である。それが福音派

の神学者から攻撃され、あざけられた教理であっ

た。1957年以来、キリスト教界の仲間に入れた、認

められたことを喜び、ＳＤＡの特殊性、アイデンテ

ィティーを失っていく結果となった。昔、イスラエ

ルが「友愛という名目の下」にミデアンと妥協した

ように。

その時蒔かれた種が実って、｢過去20～30年の間

に、ＳＤＡ教会が公に表明する見解が大きく変化し

てきた｣と言わしめたのであろう。

今年(2009年)秋のセミナーで学んだチャールズ・

スミス先生の講義を簡単にまとめたい。彼は、今わ

が教会は背教のオメガの中にあると説いた。

主はわたしに答えて言われた、「この幻を書き、こ

れを板の上に明らかにしるし、走りながらも、これ

を読みうるようにせよ」ハバクク2:2。

再臨運動の先駆者の一人、チャールズ・フィッチ

は、この聖句に基づいて、時に関するメッセージを

チャートにして配布したことは有名である。そこで

我々も「最もよく知っていなければならない大真

理」をチャート化した。スミス先生の言わんとする

ことと私の言わんとするところが一つなのでチャー

トを合成してみた。

｢サタンは、数えきれないほど多くの策略を考え

出してわれわれの心を捕え、われわれが最もよく

知っていなればならない働きそのものについて、

われわれに考えさせまいとしている。大欺瞞者サ

タンは、贖罪の犠牲と全能の仲保者を明らかに

する大真理を憎んでいる。イエスと彼の真理から

人々の心をそらすことに、万事がかかっているこ

とを、彼は知っているのである」大争闘下221。

背教のオメガ　　
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チャート１

●　聖所は真理の全体系を明らかにしている(大争闘下138)。それは「福音がぎっしりつまった」制度で

ある(大争闘下260)。あがないは十字架で終わったのではない(大争闘下222)。天の至聖所で完成される

のである(大争闘下222)。だから「最後のあがない」「特別なあがない」「特別なきよめ」が必要なのであ

る(初代文集440、413)。それが終わったら、キリストは収穫に来られるのである(黙示録14:14-20、大争闘下

140、実物教訓47)

●　農業も同じ真理を表している。

マルコ4:28,29：「地はおのずから実を結ばせるもので、初めに芽、つぎに穂、つぎに穂の中に豊かな実ができ

る。実がいると、すぐにかまを入れる。刈入れ時がきたからである。」

春の雨(後の雨)で実が実り熟すると収穫がなされる。

●　種はみ言葉である(1ペテロ1:23)。種は水に触れないと発芽しないように、心にまかれたみ言葉も聖霊に

触れて発芽する。

●　新生が外庭の経験で、聖所の経験が日毎の成長、そして至聖所における最後の贖い、後の雨(最後の聖霊

降下)によって品性が完成する。

TM506：「季節の終わり近くに降る後の雨は穀物を熟させ、刈り入れに備える。…穀物が熟するということは

魂の中に神の恵みのみ業が完結することを表している。聖霊のみ力によって神の道徳的かたちが品性に完

成されるのである。われわれは全くキリストに似た者に変えられる。…先の雨がその働きをしないならば、

後の雨は完全の実を結ばせることはできないのである。」

実物教訓47「『実がいると、すぐにかまを入れる。刈入れ時がきたからである。』キリストは、ご自分の教会の

　  背教のオメガ　 
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中に、ご自身をあらわそうと熱望しておられる。キリストの品性が完全にキリストの民の中に再現された

ときに、彼らをご自分のところに迎えるために、主はこられるのである。」

大争闘下140-141「天の聖所におけるキリストのとりなしがやむとき地上に住んでいる人々は、聖なる神の前

で、仲保者なしに立たなければならない。彼らの着物は汚れがなく、彼らの品性は、血をそそがれて罪から清

まっていなければならない。キリストの恵みと、彼ら自身の熱心な努力とによって、彼らは悪との戦いの勝利

者とならなければならない。天で調査審判が行なわれ、悔い改めた罪人の罪が聖所から除かれているその間

に、地上の神の民の間では、清めの特別な働き、すなわち罪の除去が行なわれなければならない。この働き

は、黙示録14章の使命の中にさらに明瞭に示されている。

この働きが成し遂げられると、キリストの弟子たちは、主の再臨を迎える準備ができるのである。『

その時ユダとエルサレムとのささげ物は、昔の日のように、また先の年のように主に喜ばれる』（マラキ書

3:4）。その時、主が再臨されてご自分のもとに受け入れられる教会は、『しみも、しわも、そのたぐいのものが

いっさいなく、････栄光の姿の教会』である（エペソ5:27）。また、その教会は、『しののめのように見え、月の

ように美しく、太陽のように輝き、恐るべき事、旗を立てた軍勢のような者』である（雅歌6:10）。」

チャート２

●　人は外なる人と内なる人に分けられる（２コリント4:16；エペソ4：23；3：16,17；COR 78-80；4T606；

2SM32）。 アダムが創造された当初は肉と霊において神の像にかたどって造られた。彼の機能（外なる

人）は完全であった｡その精神、霊（内なる人）も完全であった｡

●　堕落したため、すべての人は退歩した肉体（外なる人）と罪深い心（内なる人)をもって生まれてくる（１コ

リント15：53；詩篇51：5；ローマ８：７；エペソ2:1-3；エレミヤ17：9）。

背教のオメガ　　
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●　地上におけるキリスト

●　｢キリストは、われわれがキリストと一つ精神になるために、われわれと一つ肉体になられた」２希望136。

彼は弱められた能力と共に人のすべての組織、退歩した肉体を所有しておられた（ヘブル2:14-17；１希

望35,125；５BC1130；１SM267，269）。彼の心と精神は罪がなかった（ルカ1:35；ピリピ2:5；ヨハネ14:30；　

2T202）。

●　復活されたキリストは栄化された不死の肉体を持っておられる（ピリピ3:21；ローマ6:9,10）。

●　新しい心は完全に清められた心ではない（ヘブル6:1；２コリント1:1；7:1；ピリピ3:10-12；4T496；5T397；

4T55,56）。罪の記録が改心した人の心に残っている（エレミヤ17:1；エゼ36:31；２希望8；TM447；キ実

32,140,141；３BC1158）。

●　さばきと最後のあがないにおいて、最後の心のきよめが提供される（レビ16:30；マラキ3:1-3；使徒3:19；エ

レミヤ50:20；ヘブル10:1-3；14-18；あ上422-423,220；大下393；３SG135）。生ける者のさばきと後の雨が完全

な清い状態にする（５T475；TM506）。

●　再臨の時に、聖徒達の朽ちる体が完全な不死の体に変えられる（ピリピ3:21；１コリント15:53）。

チャート３

レビ記を見ると、日毎の贖い(レビ記４章～６章)と年毎の贖い(レビ記16章)の二つに分けられている。

●　日毎に罪のゆるしと贖いを経験しているのに、どうしてレビ記16章においてまた、清めと贖いが必要なの

だろうか？　｢七月になって、その月の十日に、あなたがたは身を悩まし、何の仕事もしてはならない。こ

の国に生れた者も、あなたがたのうちに宿っている寄留者も、そうしなければならない。この日にあなた

がたのため、あなたがたを清めるために、あがないがなされ、あなたがたは主の前に、もろもろの罪が清

められるからである｣（レビ記16：29,30）。

①　聖所の概要については、あけぼの上第30章参照。

②　クリスチャン経験のステップについては、キリストへの道を参照(日毎の経験)。

　  背教のオメガ　 



37

③　天の真の聖所とキリストの奉仕については、各時代の大争闘下第23章、24章、28章を参照。

●　1844年から死んだ義人の調査審判と特別な清めが始まった。ダニエル7章、8章、9章を参照。

① 死んだ義人は死んで後、さばきを受ける（ヘブル9:27）。誰でも死んですぐ裁かれるのではない。そ

の日は定められている（使徒17:31）。それはいつか？　ダニエル7章、8章の研究。

② 生きている者のさばきはいつから？　黙示録13:8､14:7、大争闘下224､スタディバイブル新585（13:14-

17の注解を参照）。

●　調査審判の目的は何か?

●　大争闘下216、217、最終的な贖罪、罪の除去のため。大争闘下218､初代410,413、国指下193-196、大争闘下

378

調査審判だけであれば福音ではない。

●　死なないで、生きて主を迎える特別な備え。大争闘下141

●　仲保者なしで主の前に生きる。大争闘下141、初代149

●　神の聖なるみ名の擁護。エゼキエル36:23、あけぼの上61

｢わたしこそ、わたし自身のためにあなたのとがを消す者である。わたしは、あなたの罪を心にとめない｣イザ

ヤ43：25。

チャート４

●　至聖所における最後のあがないが、神の民に、全宇宙に、神ご自身のためにどんな素晴らしいことをする

かを学んだ。

●　サタンがどれほどこの真理を憎むかが分かる！　下記の引用文ほど筆者が強調したい文はほかにない！

筆者は書きものに説教にこの文を何回繰り返し引用したか分からない。

背教のオメガ　　
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｢サタンは、数えきれないほど多くの策略を考え出してわれわれの心を捕え、われわれが最もよく知っていな

ればならない働きそのものについて、われわれに考えさせまいとしている。大欺瞞者サタンは、贖罪の犠牲

と全能の仲保者を明らかにする大真理を憎んでいる。イエスと彼の真理から人々の心をそらすことに、万事が

かかっていることを、彼は知っているのである」大争闘下221。

｢私どものあがないのために払われた価、私どものためにそのひとり子に死をさえおゆるしになった天の神の

測り知れない犠牲を考えるとき、キリストによって私どもは非常に高潔な状態に到達することができるという

観念をおこさずにはおられません｣キリストへの道10､11。

●　背教のアルファは、聖所の最初におけるクリスチャン経験を攻撃した。背教のオメガは、クリスチャン経験

の最後の仕上げを攻撃するのである。

●　サタンはこの最も重要な大真理を考えさせまいと｢数えきれないほど多くの策略｣を講じる。どんな策略

があるだろうか?

●　我々の生活を乱し、人間関係を錯乱させるいろいろなことがある。他人の欠点､自分の欠点に目を集中さ

せるかもしれない。

●　キリストの我々のための働きを曲解させ、歪曲させる神学。わが教会に存在する二つの教え。

① ｢我々はどうせ罪深い性質をもっているのだから、この地上では完全に罪に勝利し、罪のない状態に

はなれない。完全に律法には従えない。再臨の時に卑しい体が変えられる時に罪なき完全な状態

になるのである。罪は犯さないかもしれないが『罪深い性質』を持っている限り、完全に罪のない状

態にはなれない。したがって再臨まで仲保者が必要である。｣

② 罪とは、律法の違反であるのだから(1ヨハネ3:4、大争闘下228)、我々はキリストの恵みによって完全

に罪を犯さなくなる。このような状態になったら、裁きに合格でき、神の印を受けるのである。裁きの

前に完全になっていなければならない。」

この二つの考え方、神学は、日毎のクリスチャン経験を拒まない。しかし、それで天に移されるために

十分であるとする。外庭と聖所の経験で十分とする。この自由主義神学と保守主義神学は両方とも「最後

のあがない」「特別な贖い」を必要としない。

それは何を意味するだろうか?

それは、第一天使の使命を拒んだプロテスタント諸教会の状態である:

｢諸教会が、第一天使の使命を受けることを拒んだときに、彼らは、天からの光を拒否し、神の恵みを失った。

彼らは、自分たち自身の力に頼った｣初代文集391,392。

信者は、品性を発達させることによって自分の着物を洗うのである。品性の発達という洗濯の経験にお

いては、キリストがアルファとなりオメガとなられる。聖所と、救いの計画を説明した農夫の譬えは、三

段階の信仰経験を表している。始まりまたはアルファの段階は、種の発芽または人の霊的生活の始まりと

なる新生を表している。「もしも神が、全自然界にみなぎる存在であるならば、神はすべての人のうちに

住まわれる。聖潔に到達するには、人は自らのうちにある力を発達させるだけでよい」というのが、異

端のアルファと呼ぶべきものである。この主張の論理に注意されたい。この主張は、神がすべてのものの

うちにいるのだから、人は新しい心を得るために、キリストを心に招くという最初の段階を踏む必要はな

いというのである。故に、「生ける宮」という本は、贖罪の最初のステップを廃止し、それにより人を自

分自身の救い主とした。なぜなら人は、自らの内にある善を発達させるだけでよいからである。異端のア

ルファが人のためになされるキリストの最初の働きを攻撃したとすれば、異端のオメガは、人のためにな

されるキリストの最後の働きを攻撃すると考えることが理にかなっている。その概念をおさらいしてみよ

う。異端のアルファは贖罪の開始にあたって必要な事柄を除き、人を自分自身の救い主とした。ならば異

端のオメガは、救いの計画の最終段階に攻撃を仕掛けるだろうと考えることが理にかなっている。救いの

計画のこの最終段階こそが、最後の贖いなのである。悩みの時に、信徒が仲保者なくして生きる備えがで

きるようになるため、最後の贖いは信徒の罪を除去するのである。もし最後の贖いが信徒のためにまだな

されていないとすれば、その人は悩みの時に備えができていないということになる。最後の贖いにおいて

神が与えて下さる義の賜物を拒むことによって、事実上、人は自分自身の義をもって悩みの時を通過する

ことを選ぶのである。
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上記の神学こそ、まさに背教のオメガである！　贖いの最後(オメガ)を無効にする神学である。

現代の真理はこの二つの狭間にあるのである！死んだ義人も、生きている義人も調査審判と罪の除去、

すなわち「最後のあがない」の経験を通して天に移されるのである。

イエスの証、最後の預言者、Ｅ.Ｇ.ホワイトはあまりにも明確にこのメッセージを描写しているので、

サタンは、証の書を嫌い、影響力のないものとしたいのである。これがサタンが嫌う「信仰による義認」

三天使の使命そのもののメッセージである！

｢信仰による義認とは何か？　それは人間の栄光をちりに伏させ、自分の力ではできないことを、人間のため

になさる神の働きである」ＴＭ456.

言い換えると、「人にはできないが、神にはできないことはない」ということである。

1888年の「信仰による義認」のメッセージは、ＳＤＡに与えられた「最も尊いメッセージ」で、至聖所

の最後のあがないの祝福をもたらす、ユニークなものである(大争闘下216、217参照)。

チャート５

恵みの王国―人の心に働く神の恵みの活動。天におけるイエスの仲保の働きによって品性が完成される。

栄光の王国―キリストの再臨の時に実現する（大争闘下40参照）。

1844年10月22日に栄光のキリストの再臨を待ち望んでいた再臨信徒は大失望の経験を味わった。しか

し、彼らはその後天の至聖所に「最後の贖い」をなさるイエスを見出して｢喜び｣「希望」と「確信」を見

出したのである(初代文集414-416参照)。

今日も同じである！

背教のオメガ　　
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